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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システムにおける送信電力制御（ＴＰＣ）のための方法であって、
　　２つ以上のＴＰＣコマンドに関して少なくとも１つのトレンドを識別することと、こ
こにおいて、前記トレンドは、フレキシブル帯域幅搬送システムに関連づけられた帯域幅
スケーリング係数で通常帯域幅搬送システムについての通常ＴＰＣレートをスケーリング
することに少なくとも基づく、低減ＴＰＣレートに関連する、
　　前記識別された少なくとも１つのトレンドに基づいてＴＰＣステップサイズを適応さ
せることと、ここにおいて、前記ＴＰＣステップサイズを適応させることは、前記低減Ｔ
ＰＣレートを補償する、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのトレンドを識別することは、
　　メジャートレンドを識別することと、
　　マイナートレンドを識別することと、ここにおいて、前記ＴＰＣステップサイズを適
応させることは、少なくとも前記識別されたメジャートレンドまたは前記識別されたマイ
ナートレンドに基づく、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記識別されたメジャートレンドは前記ＴＰＣステップサイズの第１の成分を示し、前
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記識別されたマイナートレンドは、前記第１の成分よりも小さい、前記ＴＰＣステップサ
イズの第２の成分を示す、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのトレンドを識別することは、
　　同じＴＰＣコマンドが連続して２回以上使用されていることを識別することを備える
、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　　低減拡散率を識別することと、ここにおいて、前記低減拡散率は、前記フレキシブル
帯域幅搬送システムについての前記帯域幅スケーリング係数でスケーリングされた、前記
通常帯域幅搬送システムについての通常拡散率を含む、
　　前記低減拡散率から得られる追加ＴＰＣコマンドビットで、前記ＴＰＣステップサイ
ズを適応させることと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　　ＴＰＣコマンドビットのソースを識別することと、
　　ＴＰＣコマンドの前記識別されたソースから得られる追加ＴＰＣコマンドビットで、
前記ＴＰＣステップサイズを適応させることと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記追加ＴＰＣコマンドビットは、最上位ビットのうちの１つまたは複数がメジャート
レンドを表し、最下位ビットのうちの１つまたは複数がマイナートレンドを表す、ＴＰＣ
コマンドをもたらす、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　　前記識別された少なくとも１つのトレンドに基づいて、前記ＴＰＣステップサイズを
適応させることをサポートする現在のＴＰＣ機構に関して、現在のメトリックを決定する
ことと、
　　前記現在のメトリックを参照ＴＰＣ機構に関して参照メトリックと比較することと、
　　前記比較に基づいてＴＰＣ動作を適応させることと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記現在のメトリックを決定することは、
　　前記現在のＴＰＣ機構に関して理想電力を決定することと、
　　前記現在のＴＰＣ機構に関して受信電力を決定することと、
　　前記受信電力と前記理想電力との間の差分の時間平均に基づいて、前記現在のメトリ
ックを算出することと、
　を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ＴＰＣ動作を適応させることは、
　　ＴＰＣ動作を実施するために、前記現在のＴＰＣ機構および前記参照ＴＰＣ機構のう
ちの１つを選択すること
　を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信システムであって、
　　２つ以上のＴＰＣコマンドに関して少なくとも１つのトレンドを識別するための手段
と、ここにおいて、前記トレンドは、フレキシブル帯域幅搬送システムに関連づけられた
帯域幅スケーリング係数で通常帯域幅搬送システムについての通常ＴＰＣレートをスケー
リングすることに少なくとも基づく、低減ＴＰＣレートに関連する、
　　前記識別された少なくとも１つのトレンドに基づいてＴＰＣステップサイズを適応さ
せるための手段と、ここにおいて、前記ＴＰＣステップサイズを適応させることは、前記
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低減ＴＰＣレートを補償する、
　を備えるワイヤレス通信システム。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのトレンドを識別するための手段は、
　　同じＴＰＣコマンドが連続して２回以上使用されていることを識別するための手段
　を備える、請求項１１に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項１３】
　　低減拡散率を識別するための手段と、ここにおいて、前記低減拡散率は、前記フレキ
シブル帯域幅搬送システムについての前記帯域幅スケーリング係数でスケーリングされた
、前記通常帯域幅搬送システムについての通常拡散率を含む、
　　前記低減拡散率から得られる追加ＴＰＣコマンドビットで、前記ＴＰＣステップサイ
ズを適応させるための手段と、
　をさらに備える、請求項１１に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項１４】
　　前記識別された少なくとも１つのトレンドに基づいて、前記ＴＰＣステップサイズを
適応させることをサポートする現在のＴＰＣ機構に関して、現在のメトリックを決定する
ための手段と、
　　前記現在のメトリックを参照ＴＰＣ機構に関して参照メトリックと比較するための手
段と、
　　前記比較に基づいてＴＰＣ動作を適応させるための手段と、
　をさらに備え、前記現在のメトリックを決定するための前記手段は、
　　　前記現在のＴＰＣ機構に関して理想電力を決定するための手段と、
　　　前記現在のＴＰＣ機構に関して受信電力を決定するための手段と、
　　　前記受信電力と前記理想電力との間の差分の時間平均に基づいて前記現在のメトリ
ックを算出するための手段と、
　　を備える、請求項１１に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項１５】
　　コンピュータによって実行されたときに、請求項１乃至１０のうちのいずれか一項に
記載の方法を実行するコード
　を備えるコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡された、２０１３年２月１０日に出願した
、Solimanらによる、「Transmit Power Control Systems, Devices, and Methods」と題
する米国特許出願第１３／７６３，６８５号に対する優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどのような様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開
されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波
数、および出力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可
能な多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例には、符号分割多元
接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続
（ＦＤＭＡ）システム、３ＧＰＰ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）
システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、必要がある場合、送信電力に対する調節を定期的に
行うことができる。たとえば、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（
ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunications System）を用いると、送信電力が調節
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され得るレートは一般に、１５００ヘルツ（Ｈｚ）である。送信電力調節を行うのに使わ
れる送信電力制御（ＴＰＣ）機構は、いくつかの例では、１ｄＢまたは２ｄＢの固定ステ
ップサイズと、スロットあたりに１つのＴＰＣコマンドとに依拠しており、たとえば、１
０ミリ秒（ｍｓ）フレームあたりに１５スロットとなる。アップリンク（すなわち、ユー
ザ機器から基地局）用の３００Ｈｚレートおよびダウンリンク（すなわち、基地局からユ
ーザ機器）用の５００Ｈｚレートなど、他のＴＰＣレートも、ＵＭＴＳ用に指定される。
ただし、これらの他のＴＰＣレートは概して、実装されていない。上述したＴＰＣレート
に加え、ＣＤＭＡ　１ｘは、８００ＨｚのレートでＴＰＣを実施することができ、ＣＤＭ
Ａ　１ｘ－Ａｄｖａｎｃｅｄは、４００Ｈｚおよび２００ＨｚのＴＰＣレートを認め得る
。
【０００４】
　[0004]いくつかの例では、より低いＴＰＣレートの使用が、必ずしもすべてのシナリオ
におけるリンク効率に悪影響を与えるとは限らない。ＴＰＣレートが低減またはスケール
ダウンされる状況が存在し、より低いＴＰＣレートでのより良好な送信電力制御を円滑に
することには利益があり得る。さらに、一定の範囲のＴＰＣレートにわたって送信電力の
より効果的または迅速な制御を円滑にし得るＴＰＣ機構を扱うことには、利益があり得る
。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]ワイヤレス通信システムにおける通信デバイスの効果的な送信電力制御に関係す
る問題に対処することができる方法、システム、およびデバイスが提供される。いくつか
の実施形態は、１つまたは複数のトレンドに基づいて、送信電力制御のための動的適応ス
テップサイズを用いる技法を使用する。これらの適応ステップサイズ技法は、ＴＰＣ機構
のいくつかの態様が動作する様式に対する変更を伴う必要はないが、ＴＰＣコマンドへの
異なるステップサイズの割当てまたはマッピングは伴い得る。たとえば、いくつかの技法
は、ＴＰＣコマンドのトレンドを識別することができ、結果としてＴＰＣステップサイズ
を適応させることができる。
【０００６】
　[0006]他の実施形態は、フレームスロット中のマルチプルな干渉推定値（たとえば、信
号対干渉比やＳＩＲ推定値）に基づく送信電力制御を提供する技法を使用する。サブスロ
ット間隔でマルチプルな干渉推定値を使用することにより、各スロットについて２以上の
送信電力調節、またはより適切な調節を可能にすることによって下位粒度（sub-granular
ity）の送信電力制御を提供することができる。これらの技法は、１５００Ｈｚなどの標
準ＴＰＣレートに適用され得るが、仕様および実装に対する変更を伴い得る。これらの技
法は、１５００Ｈｚ／Ｎなどの低減（reduced）ＴＰＣレートにも適用することができ、
ここでＮは帯域幅スケーリング係数である。低減ＴＰＣレートを用いるこれらの技法の使
用は、既存のアルゴリズムまたは仕様に対する変更を伴う必要はないが、適応ステップサ
イズ技法と同様、ＴＰＣコマンドへの異なるステップサイズの割当てまたはマッピングを
伴い得る。
【０００７】
　[0007]いくつかの実施形態は、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム
（ＵＭＴＳ）などの通常帯域幅（normal bandwidth）搬送システムおよび／またはフレキ
シブルＵＭＴＳ（Ｆ－ＵＭＴＳ）などのフレキシブル帯域幅搬送システムを使用する。フ
レキシブル帯域幅搬送システムは、フレキシブル波形を使用する、通常波形（normal wav
eform）に適合するのに十分大きくない可能性があるスペクトル部分を使用し得るワイヤ
レス通信システムを伴い得る。フレキシブル帯域幅搬送システムは、通常搬送帯域幅に対
してフレキシブル帯域幅搬送システムの時間またはチップレートを膨張またはスケールダ
ウンすることにより、通常搬送帯域幅システムに対して生成することができる。いくつか
の実施形態は、フレキシブル搬送帯域幅システムの時間またはチップレートを拡張もしく
はスケールアップすることにより、フレキシブル波形の帯域幅を増大する。
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【０００８】
　[0008]ワイヤレス通信システムにおける送信電力制御のための方法が、２つ以上のＴＰ
Ｃコマンドに関して少なくとも１つのトレンドを識別することと、識別された少なくとも
１つのトレンドに基づいてＴＰＣステップサイズを適応させることとを含む。いくつかの
実施形態では、低減ＴＰＣレートが識別され、識別された低減ＴＰＣレートは、適応され
たＴＰＣステップサイズにより補償される。低減ＴＰＣレートは、フレキシブル帯域幅搬
送システムについての帯域幅スケーリング係数でスケーリングされた、通常帯域幅搬送シ
ステムについての通常ＴＰＣレートを含み得る。いくつかの実施形態では、少なくとも１
つのトレンドを識別することは、メジャートレンド（major trend）を識別することと、
マイナートレンド（minor trend）を識別することとを含み、ここで、ＴＰＣステップサ
イズを適応させることは、少なくとも識別されたメジャートレンドまたは識別されたマイ
ナートレンドに基づく。識別されたメジャートレンドはＴＰＣステップサイズの第１の成
分を示すことができ、識別されたマイナートレンドは、第１の成分よりも小さいＴＰＣス
テップサイズの第２の成分を示すことができる。いくつかの実施形態では、少なくとも１
つのトレンドを識別することは、同じＴＰＣコマンドが連続して２回以上使用されている
ことを識別することを含む。
【０００９】
　[0009]いくつかの実施形態では、低減拡散率（reduced spreading factor）が識別され
、ここで、低減拡散率は、フレキシブル帯域幅搬送システムについての帯域幅スケーリン
グ係数でスケーリングされた、通常帯域幅搬送システムについての通常拡散率（normal s
preading factor）を含む。ＴＰＣステップサイズは、低減拡散率から得られる追加ＴＰ
Ｃコマンドビットを用いて適応され得る。いくつかの実施形態では、ＴＰＣコマンドビッ
トのソースが識別される。ＴＰＣステップサイズは、ＴＰＣコマンドビットの識別された
ソースから得られる追加ＴＰＣコマンドビットを用いて適応され得る。追加ＴＰＣコマン
ドビットは、最上位ビットのうちの１つまたは複数がメジャートレンドを表し、最下位ビ
ットのうちの１つまたは複数がマイナートレンドを表す、ＴＰＣコマンドをもたらし得る
。
【００１０】
　[0010]いくつかの実施形態では、識別された少なくとも１つのトレンドに基づいて、Ｔ
ＰＣステップサイズを適応させることをサポートする現在のＴＰＣ機構に関して、現在の
メトリックが決定される。現在のメトリックは次いで、参照ＴＰＣ機構に関する参照メト
リックと比較されてよく、ＴＰＣ動作は、比較に基づいて適応され得る。現在のメトリッ
クを決定することは、現在のＴＰＣ機構に関して理想電力を決定することと、現在のＴＰ
Ｃ機構に関して受信電力を決定することと、受信電力と理想電力との間の差分の時間平均
に基づいて現在のメトリックを算出することとを含み得る。ＴＰＣ動作を適応させること
は、ＴＰＣ動作を実施するために、現在のＴＰＣ機構および参照ＴＰＣ機構のうちの１つ
を選択することを含み得る。
【００１１】
　[0011]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システムが、２つ以上のＴＰＣコマン
ドに関して少なくとも１つのトレンドを識別するための手段と、識別された少なくとも１
つのトレンドに基づいてＴＰＣステップサイズを適応させるための手段とを含む。いくつ
かの実施形態では、ワイヤレス通信システムはまた、低減ＴＰＣレートを識別するための
手段と、適応されたＴＰＣステップサイズにより、識別された低減ＴＰＣレートを補償す
るための手段とを含む。低減ＴＰＣレートは、フレキシブル帯域幅搬送システムについて
の帯域幅スケーリング係数でスケーリングされた、通常帯域幅搬送システムについての通
常ＴＰＣレートを含み得る。いくつかの実施形態では、少なくとも１つのトレンドを識別
するための手段は、メジャートレンドを識別するための手段と、マイナートレンドを識別
するための手段とを含み、ここで、ＴＰＣステップサイズを適応させることは、少なくと
も識別されたメジャートレンドまたは識別されたマイナートレンドに基づく。いくつかの
実施形態では、少なくとも１つのトレンドを識別するための手段は、同じＴＰＣコマンド
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が連続して２回以上使用されていることを識別するための手段を含む。
【００１２】
　[0012]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システムはまた、低減拡散率を識別す
るための手段と、ここで、低減拡散率は、フレキシブル帯域幅搬送システムについての帯
域幅スケーリング係数でスケーリングされた、通常帯域幅搬送システムについての通常拡
散率を含む、低減拡散率から得られる追加ＴＰＣコマンドビットで、ＴＰＣステップサイ
ズを適応させるための手段とを含む。いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システム
はまた、ＴＰＣコマンドビットのソースを識別するための手段と、ＴＰＣコマンドの識別
されたソースから得られる追加ＴＰＣコマンドビットを用いて、ＴＰＣステップサイズを
適応させるための手段とを含む。追加ＴＰＣコマンドビットは、最上位ビットのうちの１
つまたは複数がメジャートレンドを表し、最下位ビットのうちの１つまたは複数がマイナ
ートレンドを表す、ＴＰＣコマンドをもたらし得る。
【００１３】
　[0013]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システムはまた、識別された少なくと
も１つのトレンドに基づいて、ＴＰＣステップサイズを適応させることをサポートする現
在のＴＰＣ機構に関して、現在のメトリックを決定するための手段と、現在のメトリック
を参照ＴＰＣ機構に関して参照メトリックと比較するための手段と、比較に基づいてＴＰ
Ｃ動作を適応させるための手段とを含む。現在のメトリックを決定するための手段は、現
在のＴＰＣ機構に関して理想電力を決定するための手段と、現在のＴＰＣ機構に関して受
信電力を決定するための手段と、受信電力と理想電力との間の差分の時間平均に基づいて
現在のメトリックを算出するための手段とを含み得る。
【００１４】
　[0014]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信デバイスが、メモリと通信可能に結合
された少なくとも１つのプロセッサを含み、ここで、メモリは、少なくとも１つのプロセ
ッサによって実行されると、少なくとも１つのプロセッサに、２つ以上のＴＰＣコマンド
に関して少なくとも１つのトレンドを識別させ、識別された少なくとも１つのトレンドに
基づいてＴＰＣステップサイズを適応させる実行可能コードを有する。いくつかの実施形
態では、実行可能コードは、少なくとも１つのプロセッサに、低減ＴＰＣレートを識別さ
せ、適応されたＴＰＣステップサイズにより、識別された低減ＴＰＣレートを補償させる
。いくつかの実施形態では、実行可能コードは、少なくとも１つのプロセッサに、メジャ
ートレンドを識別させ、マイナートレンドを識別させ、ここで、ＴＰＣステップサイズの
適応は、少なくとも識別されたメジャートレンドまたは識別されたマイナートレンドに基
づく。いくつかの実施形態では、実行可能コードは、少なくとも１つのプロセッサに、同
じＴＰＣコマンドが連続して２回以上使用されていることを識別させる。
【００１５】
　[0015]いくつかの実施形態では、実行可能コードは、少なくとも１つのプロセッサに、
低減拡散率を識別させ、ここで、低減拡散率は、フレキシブル帯域幅搬送システムについ
ての帯域幅スケーリング係数でスケーリングされた、通常帯域幅搬送システムについての
通常拡散率を含む、低減拡散率から得られる追加ＴＰＣコマンドビットで、ＴＰＣステッ
プサイズを適応させる。いくつかの実施形態では、実行可能コードは、少なくとも１つの
プロセッサに、ＴＰＣコマンドビットのソースを識別させ、ＴＰＣコマンドの識別された
ソースから得られる追加ＴＰＣコマンドビットを用いて、ＴＰＣステップサイズを適応さ
せる。追加ＴＰＣコマンドビットは、最上位ビットのうちの１つまたは複数がメジャート
レンドを表し、最下位ビットのうちの１つまたは複数がマイナートレンドを表す、ＴＰＣ
コマンドをもたらし得る。
【００１６】
　[0016]いくつかの実施形態では、実行可能コードは、少なくとも１つのプロセッサに、
識別された少なくとも１つのトレンドに基づいて、ＴＰＣステップサイズの適応をサポー
トする現在のＴＰＣ機構に関して現在のメトリックを決定させ、現在のメトリックを参照
ＴＰＣ機構に関して参照メトリックと比較させ、比較に基づいてＴＰＣ動作を適応させる
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。いくつかの実施形態では、実行可能コードは、少なくとも１つのプロセッサに、現在の
ＴＰＣ機構に関して理想電力を決定させ、現在のＴＰＣ機構に関して受信電力を決定させ
、受信電力と理想電力との間の差分の時間平均に基づいて現在のメトリックを算出させる
。
【００１７】
　[0017]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システムにおける送信電力制御のため
のコンピュータプログラム製品は、２つ以上のＴＰＣコマンドに関して少なくとも１つの
トレンドを識別するように構成されたコードと、識別された少なくとも１つのトレンドに
基づいてＴＰＣステップサイズを適応させるように構成されたコードとを有する非一時的
コンピュータ可読媒体を含む。いくつかの実施形態では、非一時的コンピュータ可読媒体
は、メジャートレンドを識別するように構成されたコードと、マイナートレンドを識別す
るように構成されたコードとを含み、ここにおいて、ＴＰＣステップサイズの適応は、少
なくとも識別されたメジャートレンドまたは識別されたマイナートレンドに基づく。いく
つかの実施形態では、非一時的コンピュータ可読媒体は、同じＴＰＣコマンドが連続して
２回以上使用されていることを識別するように構成されたコードを含む。
【００１８】
　[0018]いくつかの実施形態では、非一時的コンピュータ可読媒体は、低減拡散率を識別
するように構成されたコードと、ここで、低減拡散率は、フレキシブル帯域幅搬送システ
ムについての帯域幅スケーリング係数でスケーリングされた、通常帯域幅搬送システムに
ついての通常拡散率を含む、低減拡散率から得られる追加ＴＰＣコマンドビットで、ＴＰ
Ｃステップサイズを適応させるように構成されたコードとを含む。いくつかの実施形態で
は、非一時的コンピュータ可読媒体は、ＴＰＣコマンドビットのソースを識別するように
構成されたコードと、ＴＰＣコマンドの識別されたソースから得られる追加ＴＰＣコマン
ドビットを用いて、ＴＰＣステップサイズを適応させるように構成されたコードとを含む
。追加ＴＰＣコマンドビットは、最上位ビットのうちの１つまたは複数がメジャートレン
ドを表し、最下位ビットのうちの１つまたは複数がマイナートレンドを表す、ＴＰＣコマ
ンドをもたらし得る。
【００１９】
　[0019]いくつかの実施形態では、非一時的コンピュータ可読媒体は、識別された少なく
とも１つのトレンドに基づいて、ＴＰＣステップサイズの適応をサポートする現在のＴＰ
Ｃ機構に関して現在のメトリックを決定するように構成されたコードと、現在のメトリッ
クを参照ＴＰＣ機構に関して参照メトリックと比較するように構成されたコードと、比較
に基づいてＴＰＣ動作を適応させるように構成されたコードとを含む。いくつかの実施形
態では、非一時的コンピュータ可読媒体は、現在のＴＰＣ機構に関して理想電力を決定す
るように構成されたコードと、現在のＴＰＣ機構に関して受信電力を決定するように構成
されたコードと、受信電力と理想電力との間の差分の時間平均に基づいて現在のメトリッ
クを算出するように構成されたコードとを含む。
【００２０】
　[0020]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システムにおける送信電力制御のため
の方法は、第１のデバイスにおいて、第２のデバイスから送られたＴＰＣコマンドを識別
することと、識別されたＴＰＣコマンドは、第１のデバイスおよび第２のデバイスによっ
て知られている２つより多いＴＰＣコマンドからなるセットからのものであり、２つより
多いＴＰＣコマンドからなるセット中の各ＴＰＣコマンドは、ユニークなステップサイズ
をもつアップまたはダウンコマンドにマッピングされる、識別されたＴＰＣコマンドに基
づいて、第１のデバイスの送信電力を調節することとを含む。アップコマンドにマッピン
グされた２つより多いＴＰＣコマンドからなるセットからのＴＰＣコマンドの数は、ダウ
ンコマンドにマッピングされた２つより多いＴＰＣコマンドからなるセットからのＴＰＣ
コマンドの数と同じであり得る。任意の２つのアップコマンドまたは任意の２つのダウン
コマンドの間のユニークなステップサイズの差分は、定数であり得る。
【００２１】
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　[0021]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システムが、第１のデバイスにおいて
、第２のデバイスから送られたＴＰＣコマンドを識別するための手段と、識別されたＴＰ
Ｃコマンドは、第１のデバイスおよび第２のデバイスによって知られている２つより多い
ＴＰＣコマンドからなるセットからのものであり、２つより多いＴＰＣコマンドからなる
セット中の各ＴＰＣコマンドは、ユニークなステップサイズをもつアップまたはダウンコ
マンドにマッピングされる、識別されたＴＰＣコマンドに基づいて、第１のデバイスの送
信電力を調節するための手段とを含む。
【００２２】
　[0022]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信デバイスが、メモリと通信可能に結合
された少なくとも１つのプロセッサを含み、メモリは、少なくとも１つのプロセッサによ
って実行されると、少なくとも１つのプロセッサに、第１のデバイスにおいて、第２のデ
バイスから送られたＴＰＣコマンドを識別させ、識別されたＴＰＣコマンドは、第１のデ
バイスおよび第２のデバイスによって知られている２つより多いＴＰＣコマンドからなる
セットであり、２つより多いＴＰＣコマンドからなるセット中の各ＴＰＣコマンドは、ユ
ニークなステップサイズをもつアップまたはダウンコマンドにマッピングされる、識別さ
れたＴＰＣコマンドに基づいて、第１のデバイスの送信電力を調節させる実行可能コード
を有する。
【００２３】
　[0023]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システムにおける送信電力制御のため
のコンピュータプログラム製品が、第１のデバイスにおいて、第２のデバイスから送られ
たＴＰＣコマンドを識別するように構成されたコードと、識別されたＴＰＣコマンドは、
第１のデバイスおよび第２のデバイスによって知られている２つより多いＴＰＣコマンド
からなるセットからのものであり、２つより多いＴＰＣコマンドからなるセット中の各Ｔ
ＰＣコマンドは、ユニークなステップサイズをもつアップまたはダウンコマンドにマッピ
ングされる、識別されたＴＰＣコマンドに基づいて、第１のデバイスの送信電力を調節す
るように構成されたコードとを有する非一時的コンピュータ可読媒体を含む。
【００２４】
　[0024]上記では、以下の詳細な説明がより良く理解され得るように、本開示による例の
特徴および技術的利点についてやや広く概説した。以下で、追加の特徴および利点につい
て説明する。開示する概念および具体例は、本開示の同じ目的を実施するための他の構造
を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な構成は、
添付の特許請求の範囲の趣旨および範囲から逸脱しない。本明細書で開示する概念を特徴
づけると考えられる特徴は、それらの編成と動作方法の両方に関して、関連する利点とと
もに、添付の図に関連して以下の説明を検討するとより良く理解されよう。図の各々は、
例示および説明のみの目的で提供され、特許請求の範囲を定めるものではない。
【００２５】
　[0025]以下の図面を参照すれば、本発明の性質および利点のさらなる理解が得られ得る
。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに、
同じタイプの様々な構成要素は、ダッシュによる参照ラベルと、それらの同様の構成要素
同士を区別する第２のラベルとを見ることによって区別され得る。第１の参照ラベルのみ
が明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同じ第
１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】[0026]様々な実施形態によるワイヤレス通信システムのブロック図。
【図２Ａ】[0027]様々な実施形態による、通常波形に適合するのに十分広くはないスペク
トル部分にフレキシブル波形が適合するワイヤレス通信システムの例を示す図。
【図２Ｂ】[0028]様々な実施形態による、フレキシブル波形が、帯域エッジに近いスペク
トル部分に適合するワイヤレス通信システムの例を示す図。
【図３】[0029]様々な実施形態によるワイヤレス通信システムのブロック図。
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【図４Ａ】[0030]様々な実施形態によるフレームのブロック図。
【図４Ｂ】[0031]様々な実施形態による低減レートフレームのブロック図。
【図５Ａ】[0032]様々な実施形態による、送信電力制御（ＴＰＣ）動作用に構成されたデ
バイスのブロック図。
【図５Ｂ】[0033]様々な実施形態による、ＴＰＣ動作用に構成されたデバイスのブロック
図。
【図５Ｃ】[0034]様々な実施形態による、ＴＰＣ動作用に構成されたデバイスのブロック
図。
【図５Ｄ】[0035]様々な実施形態による、ＴＰＣ動作用に構成されたデバイスのブロック
図。
【図６】[0036]様々な実施形態による、単一のＴＰＣステップサイズでの送信電力制御調
節の図。
【図７】[0037]様々な実施形態による、アップトレンドキャッチアップおよびダウントレ
ンドキャッチアップ用のＴＰＣコマンド設定を示す表。
【図８】[0038]様々な実施形態によるアップトレンドキャッチアップの図。
【図９】[0039]様々な実施形態によるダウントレンドキャッチアップの図。
【図１０Ａ】[0040]様々な実施形態による、メジャートレンドおよびマイナートレンド用
のＴＰＣコマンド設定を示す表。
【図１０Ｂ】[0041]様々な実施形態による、特定のＴＰＣコマンドシーケンス用のＴＰＣ
コマンド設定の例を示す表。
【図１０Ｃ】[0042]様々な実施形態による、特定のＴＰＣコマンドシーケンス用のＴＰＣ
コマンド設定の別の例を示す表。
【図１０Ｄ】[0043]様々な実施形態による、特定のＴＰＣコマンドシーケンス用のＴＰＣ
コマンド設定の別の例を示す表。
【図１０Ｅ】[0044]様々な実施形態による、特定のＴＰＣコマンドシーケンス用のＴＰＣ
コマンド設定のさらに別の例を示す表。
【図１１Ａ】[0045]様々な実施形態によるメジャーダウントレンドの図。
【図１１Ｂ】[0046]様々な実施形態によるメジャーアップトレンドの図。
【図１１Ｃ】[0047]様々な実施形態によるマイナーダウントレンドの図。
【図１１Ｄ】[0048]様々な実施形態によるマイナーアップトレンドの図。
【図１２Ａ】[0049]様々な実施形態による、増大ＴＰＣコマンドビット用のＴＰＣコマン
ド設定を示す表。
【図１２Ｂ】[0050]様々な実施形態による、増大ＴＰＣコマンドビット用のＴＰＣコマン
ド設定を示す表。
【図１３】[0051]様々な実施形態による、ＴＰＣコマンドビットが増大したメジャートレ
ンドおよびマイナートレンドの図。
【図１４】[0052]様々な実施形態による、異なるステップサイズにマッピングされたマル
チプルなＴＰＣアップおよびダウンコマンド用のＴＰＣコマンド設定を示す表。
【図１５Ａ】[0053]様々な実施形態による、各スロット中に増大ＴＰＣコマンドビットを
もつフレームのブロック図。
【図１５Ｂ】[0054]様々な実施形態による、各スロット中に増大ＴＰＣコマンドビットを
もつフレームのブロック図。
【図１６】[0055]様々な実施形態によるワイヤレス通信システムのブロック図。
【図１７】[0056]様々な実施形態によるユーザ機器のブロック図。
【図１８】[0057]様々な実施形態による、基地局とユーザ機器とを含むワイヤレス通信シ
ステムのブロック図。
【図１９Ａ】[0058]様々な実施形態による、ＴＰＣステップサイズの、トレンドに基づく
適応のためにいくつかのワイヤレス通信デバイスによって使用される方法の流れ図。
【図１９Ｂ】[0059]様々な実施形態による、ＴＰＣステップサイズの、トレンドに基づく
適応のためにいくつかのワイヤレス通信デバイスによって使用される別の方法の流れ図。
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【図１９Ｃ】[0060]様々な実施形態による、ＴＰＣステップサイズの、トレンドに基づく
適応のためにいくつかのワイヤレス通信デバイスによって使用されるさらに別の方法の流
れ図。
【図２０Ａ】[0061]様々な実施形態による、ＴＰＣ調節のためにいくつかのワイヤレス通
信デバイスによって使用される方法の流れ図。
【図２０Ｂ】[0062]様々な実施形態による、ＴＰＣ調節のためにいくつかのワイヤレス通
信デバイスによって使用される別の方法の流れ図。
【図２０Ｃ】[0063]様々な実施形態による、ＴＰＣ調節のためにいくつかのワイヤレス通
信デバイスによって使用されるさらに別の方法の流れ図。
【詳細な説明】
【００２７】
　[0064]ワイヤレス通信システムにおける通信デバイスの効果的な送信電力制御に関する
問題に対処することができる方法、システム、およびデバイスが提供される。いくつかの
実施形態は、１つまたは複数のトレンドに基づいて、送信電力制御のための動的適応ステ
ップサイズを用いる技法を使用する。これらの適応ステップサイズ技法は、いくつかの既
存ＴＰＣ機構（たとえば、アルゴリズムまたは仕様）への変更を伴う必要はないが、ＴＰ
Ｃコマンドへの異なるステップサイズの割当てまたはマッピングを伴い得る。たとえば、
いくつかの技法は、ＴＰＣコマンドのトレンドを識別することができ、結果としてＴＰＣ
ステップサイズを適応させることができる。
【００２８】
　[0065]他の実施形態は、フレームスロット中のマルチプルな干渉推定値に基づいて送信
電力制御を提供する技法を使用する。サブスロット間隔でマルチプルな干渉推定値を使用
することにより、各スロットに対してより多くの送信電力調節、またはより適切な調節を
可能にすることによって追加送信電力制御を提供することができる。これらの技法は、１
５００Ｈｚなどの標準ＴＰＣレートに適用され得るが、仕様および実装に対する変更を伴
い得る。これらの技法は、１５００Ｈｚ／Ｎなどの低減ＴＰＣレートにも適用することが
でき、ここでＮは帯域幅スケーリング係数である。低減ＴＰＣレートを用いるこれらの技
法の使用は、既存のアルゴリズムまたは仕様に対する変更を伴う必要はないが、適応ステ
ップサイズ技法と同様、ＴＰＣコマンドへの異なるステップサイズの割当てまたはマッピ
ングを伴い得る。
【００２９】
　[0066]いくつかの実施形態は、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム
（ＵＭＴＳ）などの通常帯域幅搬送システムおよび／またはフレキシブルＵＭＴＳ（Ｆ－
ＵＭＴＳ）などのフレキシブル帯域幅搬送システムを使用する。フレキシブル帯域幅搬送
システムは、フレキシブル波形を使用する、通常波形に適合するのに十分大きくない可能
性があるスペクトル部分を使用するワイヤレス通信システムを伴い得る。フレキシブル帯
域幅搬送システムは、通常搬送帯域幅システムに対してフレキシブル帯域幅搬送システム
の時間またはチップレートを膨張またはスケールダウンすることにより、通常搬送帯域幅
システムに対して生成することができる。いくつかの実施形態は、フレキシブル搬送帯域
幅システムの時間またはチップレートを拡張もしくはスケールアップすることにより、フ
レキシブル波形の帯域幅を増大する。
【００３０】
　[0067]本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡ、ピアツーピア、および他のシステムなど、様々なワイヤレス通信システムに
使用され得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使
用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（
ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭ
Ａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。Ｉ
Ｓ－２０００リリース０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ば
れる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ
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、Ｈｉｇｈ　Ｒａｔｅ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡ
は、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。Ｔ
ＤＭＡシステムは、Global System for Mobile Communications（ＧＳＭ（登録商標））
などの無線技術を実装することができる。ＯＦＤＭＡまたはＯＦＤＭシステムは、Ultra 
Mobile Broadband（ＵＭＢ）、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８
０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標
））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装
し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーション
システム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏ
ｎ（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用す
るＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴ
Ｅ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation Par
tnership Project）」（３ＧＰＰ）という名称の組織からの文書に記載されている。ＣＤ
ＭＡ２０００およびＵＭＢは「第３世代パートナーシッププロジェクト２（3rd Generati
on Partnership Project 2）」（３ＧＰＰ２）という名称の組織の文書に記載されている
。本明細書で説明する技法は、上記のシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムお
よび無線技術に使用できる。
【００３１】
　[0068]したがって、以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲において記
載される範囲、適用性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲か
ら逸脱することなく、論じられる要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々
な実施形態は、適宜に様々な手順または構成要素を省略、置換、または追加し得る。たと
えば、説明される方法は、説明される順序とは異なる順序で実施されてよく、様々なステ
ップが追加、省略、または組み合わされてよい。また、いくつかの実施形態に関して説明
する特徴は、他の実施形態において組み合わせられ得る。
【００３２】
　[0069]最初に図１を参照すると、ブロック図は、様々な実施形態によるワイヤレス通信
システム１００の一例を示す。システム１００は、基地局１０５と、ユーザ機器１１５と
、基地局コントローラ１２０と、コアネットワーク１３０とを含む（コントローラ１２０
は、いくつかの実施形態ではコアネットワーク１３０に組み込まれてよく、いくつかの実
施形態では、コントローラ１２０は、基地局１０５に組み込まれてよい）。システム１０
０は、マルチプルなキャリア（異なる周波数の波形信号）上での動作をサポートし得る。
マルチキャリア送信機は、マルチプルなキャリア上で同時に被変調信号を送信することが
できる。各被変調信号は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）信号、時分割多元接続（ＴＤＭ
Ａ）信号、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）信号、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）信号、シ
ングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）信号などであり得る。各被変調信号は、異な
るキャリアで送られ得、制御情報（たとえば、パイロット信号）、オーバーヘッド情報、
データなどを搬送し得る。システム１００は、ネットワークリソースを効率的に割り振る
ことが可能なマルチキャリアＬＴＥネットワークであり得る。
【００３３】
　[0070]ユーザ機器１１５は、任意のタイプの移動局、モバイルデバイス、アクセス端末
、加入者ユニット、またはユーザ機器であり得る。ユーザ機器１１５は、セルラーフォン
とワイヤレス通信デバイスとを含み得るが、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、
他のハンドヘルドデバイス、ネットブック、ノートブックコンピュータなどをも含み得る
。したがって、ユーザ機器という用語は、任意のタイプのワイヤレスまたはモバイルの通
信デバイスを含むよう、特許請求の範囲を含めて以下では広く解釈されるべきである。
【００３４】
　[0071]基地局１０５は、基地局アンテナを介してユーザ機器１１５とワイヤレス通信す
ることができる。基地局１０５は、マルチプルなキャリアを介してコントローラ１２０の
制御下でユーザ機器１１５と通信するように構成され得る。基地局１０５サイトの各々は
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、それぞれの地理的エリアに通信カバレージを与えることができる。いくつかの実施形態
では、基地局１０５は、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、および／またはホーム
ｅノードＢと呼ばれることがある。ここでは、基地局１０５に対するカバレージエリア１
１０は、１１０－ａ、１１０－ｂ、または１１０－ｃとして識別される。基地局のための
カバレージエリアは、セクタ（図示しないが、カバレージエリアの一部のみを構成する）
に分割され得る。システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基
地局、マイクロ基地局、フェムト基地局、および／またはピコ基地局）を含み得る。
【００３５】
　[0072]ユーザ機器１１５、基地局１０５、コアネットワーク１３０、および／またはコ
ントローラ１２０など、システム１００の異なる態様は、様々な実施形態によると、通常
帯域幅および波形ならびに／あるいはフレキシブル帯域幅および波形を使用するように構
成され得る。システム１００は、たとえば、ユーザ機器１１５と基地局１０５との間の送
信１２５を示す。送信１２５は、ユーザ機器１１５から基地局１０５へのアップリンク（
ＵＬ）および／もしくは逆方向リンクまたはダウンリンク（ＤＬ）送信、ならびに／ある
いは基地局１０５からユーザ機器１１５へのダウンリンクおよび／または順方向リンク送
信を含み得る。送信１２５は、フレキシブルおよび／または通常波形を含み得る。通常波
形は、レガシーおよび／または通常波形とも呼ばれ得る。
【００３６】
　[0073]ユーザ機器１１５、基地局１０５、コアネットワーク１３０、および／またはコ
ントローラ１２０など、システム１００の異なる態様は、様々な実施形態によると、フレ
キシブル帯域幅および波形を使用するように構成され得る。たとえば、システム１００の
異なる態様は、通常波形に適合するのに十分に大きくない場合のあるスペクトル部分を使
用し得る。ユーザ機器１１５、基地局１０５、コアネットワーク１３０、および／または
コントローラ１２０などのデバイスは、チップレート、および／または帯域幅スケーリン
グ係数を、フレキシブル帯域幅および／または波形を生成および／または使用するのに適
応させるように構成され得る。システム１００のいくつかの態様は、通常サブシステム時
間に対する、フレキシブルサブシステムの時間の膨張、またはスケールダウンにより通常
サブシステム（他のユーザ機器１１５、および／または基地局１０５を使って実装され得
る）に対して生成することができるフレキシブルなサブシステム（いくつかのユーザ機器
１１５、および／または基地局１０５など）を形成することができる。
【００３７】
　[0074]いくつかの実施形態では、ユーザ機器１１５および基地局１０５など、システム
１００の異なる態様は、２つ以上のＴＰＣコマンドに関して少なくとも１つのトレンドを
識別すること、および識別された少なくとも１つのトレンドに基づいてＴＰＣステップサ
イズを適応させることによる送信電力制御のために構成される。いくつかの実施形態では
、低減ＴＰＣレートが識別され、識別された低減ＴＰＣレートは、適応されたＴＰＣステ
ップサイズにより補償され得る。いくつかの実施形態では、少なくとも１つのトレンドを
識別することは、メジャートレンドを識別することと、マイナートレンドを識別すること
と、少なくとも識別されたメジャートレンドまたは識別されたマイナートレンドに基づい
て、ＴＰＣステップサイズを適応させることとを含む。メジャートレンドは、概してＴＰ
Ｃステップサイズの増大または概してＴＰＣステップサイズの低下であり得る、マルチプ
ルなステップにわたるＴＰＣステップサイズの変更を指し得る。メジャートレンドは、Ｔ
ＰＣステップのサイズを定義するパラメータを使うことによって実装され得る。マイナー
トレンドは、メジャートレンドにおけるＴＰＣステップサイズの変更を指し得る。マイナ
ートレンドは、ＴＰＣステップのサイズを定義するための別のパラメータを使うことによ
って実装され得る。いくつかの実施形態では、メジャートレンドパラメータはマイナート
レンドパラメータよりも大きい。代替として、マイナートレンドパラメータがメジャート
レンドパラメータよりも大きいものであり得る。いくつかの実施形態では、少なくとも１
つのトレンドを識別することは、同じＴＰＣコマンドが連続して２回以上使用されている
ことを識別することを含む。いくつかの実施形態では、低減拡散率が識別され、ＴＰＣス
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テップサイズは、低減拡散率から得られる追加ＴＰＣコマンドビットを使うことによって
適応される。追加ＴＰＣコマンドビットは、最上位ビットのうちの１つまたは複数がメジ
ャートレンドを表し、最下位ビットのうちの１つまたは複数がマイナートレンドを表す、
ＴＰＣコマンドをもたらし得る。いくつかの実施形態では、ＴＰＣコマンドビットのソー
スが識別され、ＴＰＣステップサイズは、ＴＰＣコマンドビットの識別されたソースから
得られる追加ＴＰＣコマンドビットを用いて適応される。ＴＰＣコマンドビットの別のソ
ースの例は、追加コードを使用するものである。
【００３８】
　[0075]いくつかの実施形態では、ユーザ機器１１５および基地局１０５など、システム
１００の異なる態様は、スロットについての複数の干渉推定値を決定すること、およびス
ロットに対する１つまたは複数のＴＰＣ調節を行うのに、複数の干渉推定値を使用するこ
とによる送信電力制御のために構成される。干渉推定値は、少なくとも１つの信号対干渉
比（ＳＩＲ）推定値を含み得る。いくつかの実施形態では、低減ＴＰＣレートが識別され
、識別された低減ＴＰＣレートは、１つまたは複数のＴＰＣ調節を行うのに使用される。
いくつかの実施形態では、複数の干渉推定値を使用することは、スロット向けのマルチプ
ルな独立ＴＰＣコマンドを送信することを含み、ここで各独立ＴＰＣコマンドは、干渉推
定値のうちの１つまたは複数に基づく。いくつかの実施形態では、複数の干渉推定値を使
用することは、送信電力を複数回調節することを含み、各調節は、干渉推定値のうちの１
つに基づく独立ＴＰＣコマンドに対応する。いくつかの実施形態では、複数の干渉推定値
を使用することは、干渉推定値に基づいてＴＰＣステップサイズを調節することを含む。
いくつかの実施形態では、拡散率は、フレキシブル帯域幅搬送システム用の帯域幅スケー
リング係数だけ低減され、低減拡散率から得られる、増加したＴＰＣコマンドビット数に
基づいて、２つ以上のＴＰＣコマンドが伝えられる。いくつかの実施形態では、追加コー
ドが識別され、追加コードの識別から得られる、増加したＴＰＣコマンドビット数に基づ
いて、２つ以上のＴＰＣコマンドが伝えられる。
【００３９】
　[0076]いくつかの実施形態では、ユーザ機器１１５および基地局１０５など、システム
１００の異なる態様は、送信電力制御に関連した様々なメトリックを決定し使用するため
に構成される。いくつかの実施形態では、現在のメトリックが、現在のＴＰＣ機構または
技法に関して決定される。現在のメトリックは次いで、参照ＴＰＣ機構または技法に関し
て参照メトリックと比較され、ＴＰＣ動作は、比較に基づいて適応される。いくつかの実
施形態では、現在のメトリックおよび参照メトリックは、ライズ・オーバー・ノーマル（
ＲｏＮ：rise-over-normal）技法を使って算出され、この技法では、メトリックは、受信
電力と理想電力との間の差分の時間平均に基づいて算出される。いくつかの実施形態では
、ＴＰＣ動作を適応させることは、ＴＰＣ動作を実施するために、現在のＴＰＣ機構およ
び参照ＴＰＣ機構のうちの１つを選択することを含む。ライズ・オーバー・ノーマルは、
異なるＴＰＣ機構または異なるステップサイズがＵＭＴＳまたはＦ－ＵＭＴＳに適用され
るときの、典型的または予想メトリックの増大を表し得る。
【００４０】
　[0077]いくつかの実施形態は、フレキシブル波形および／または通常波形を生成するこ
とができるユーザ機器および／または基地局を含み得る。フレキシブル波形は、通常波形
よりも少ない帯域幅を占め得る。たとえば、帯域エッジにおいて、通常波形を配置するの
に十分な利用可能なスペクトルがないことがある。いくつかの実施形態におけるフレキシ
ブル波形に対して、時間が膨張されると、波形によって占有される周波数が下がり、した
がって通常波形に適合するのに十分広くはない可能性があるスペクトルにフレキシブル波
形を適合させることが可能になる。フレキシブル波形は、いくつかの実施形態では、帯域
幅スケーリング係数を使うことにより生成することもできる。他の実施形態は、レートま
たはチップレートを変えることにより、スペクトルの一部分に適合するためのフレキシブ
ル波形を生成し得る（たとえば、拡散係数が変化し得る）。いくつかの実施形態は、チッ
プレートを変更し、または帯域幅スケーリング係数を使用するための処理の周波数を変更
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することができる。処理の周波数を変更することは、補間レート、割込みレート、および
／またはデシメーションレートを変更することを含み得る。いくつかの実施形態では、チ
ップレートは変更され得、あるいはデシメーションによって、および／またはアナログデ
ジタル変換器（ＡＤＣ）、デジタルアナログ変換器（ＤＡＣ）、および／またはオフライ
ンクロックの周波数を変更することによって、フィルタリングを通じて使用される帯域幅
スケーリング係数。分割器が、少なくとも１つのクロックの周波数を変更するのに使われ
得る。
【００４１】
　[0078]いくつかの実施形態では、フレキシブルシステムまたはフレキシブル波形は、フ
ラクショナルシステムまたはフラクショナル波形でありうる。フラクショナルシステム、
および／またはフラクショナル波形は、たとえば、帯域幅を変更することも変更しないこ
ともある。フラクショナルシステム、またはフラクショナル波形は、それが、通常システ
ム、または通常波形（たとえば、Ｎ＝１システム）よりも多くの可能性を提供し得るので
フレキシブルであり得る。通常システムまたは通常波形は、標準および／またはレガシー
システムまたは波形を指し得る。
【００４２】
　[0079]図２Ａは、様々な実施形態による、基地局１０５－ａおよびユーザ機器１１５－
ａをもつワイヤレス通信システム２００－ａの例を示し、フレキシブル波形２１０－ａは
、通常波形２２０－ａに適合するのに十分に広くはないスペクトル部分に適合する。シス
テム２００－ａは、図１のシステム１００の例であり得る。いくつかの実施形態では、フ
レキシブル波形２１０－ａは通常波形２２０－ａとオーバーラップする場合があり、この
場合通常波形２２０－ａは、基地局１０５－ａおよび／またはユーザ機器１１５－ａによ
って送信されている可能性がある。いくつかのケースでは、通常波形２２０－ａは、フレ
キシブル波形２１０－ａと完全にオーバーラップし得る。いくつかの実施形態は、マルチ
プルなフレキシブル波形２１０を使用することもできる。いくつかの実施形態では、別の
基地局および／またはユーザ機器（図示せず）は、通常波形２２０－ａおよび／またはフ
レキシブル波形２１０－ａを送信することができる。
【００４３】
　[0080]ユーザ機器１１５－ａによって、基地局１０５－ａに送信をするのに使われる電
力の量は、様々な実施形態によると、基地局１０５－ａによって、ユーザ機器１１５－ａ
に１つまたは複数のＴＰＣコマンドを送ることによって制御され得る。同様に、基地局１
０５－ａによって、ユーザ機器１１５－ａに送信をするのに使われる電力の量は、様々な
実施形態によると、ユーザ機器１１５－ａによって、基地局１０５－ａに１つまたは複数
のＴＰＣコマンドを送ることによって制御され得る。
【００４４】
　[0081]図２Ｂは、基地局１０５－ｂおよびユーザ機器１１５－ｂをもつワイヤレス通信
システム２００－ｂの例を示し、フレキシブル波形２１０－ｂは、通常波形２２０－ｂな
どの通常波形が適合することができない、ガード帯域でありうる帯域のエッジに近いスペ
クトル部分に適合する。システム２００－ｂは、図１のシステム１００の一例であり得る
。スケーリングされたフレキシブル波形２１０－ｂを使用して音声サービスをサポートす
るための同様の技法が、上述したように適用可能であり得る。さらに、図２Ａに示す例と
同様、基地局１０５－ｂによって、および／またはユーザ機器１１５－ｂによって使われ
る送信電力の量は、様々な実施形態によると、あるデバイスから他のデバイスに、１つま
たは複数のＴＰＣコマンドを送ることによって制御され得る。
【００４５】
　[0082]図３は、様々な実施形態による、基地局１０５－ｃならびにユーザ機器１１５－
ｃおよび１１５－ｄをもつワイヤレス通信システム３００を示す。いくつかの実施形態で
は、基地局１０５－ｃおよび／またはユーザ機器１１５－ｃ／１１５－ｄは、フレキシブ
ル帯域幅搬送システム内で、音声サービスなどのサービスを提供するために構成される。
たとえば、ユーザ機器１１５－ｃ／１１５－ｄと基地局１０５－ｃとの間の送信３０５－
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ａおよび／または３０５－ｂは、フレキシブル波形を使用してスケーリングされた送信を
伴う場合がある。いくつかの実施形態では、送信３０５－ａおよび／または３０５－ｂは
、フレキシブル波形を使用するスケーリング以外の技法からは低減されたレートで起こる
。
【００４６】
　[0083]ユーザ機器１１５－ｃと基地局１０５ｃとの間の通信中、ユーザ機器１１５－ｃ
が動いている場合がある。ユーザ機器１１５－ｃによって、基地局１０５－ｃに送信をす
るのに必要とされる電力の量は、ユーザ機器１１５－ｃが場所１にあるとき、ユーザ機器
１１５－ｃが場所２および３にあるときよりも少なくてよく、それは、場所１が基地局１
０５－ｃに最も近いからである。したがって、ユーザ機器１１５－ｃが、基地局１０５－
ｃのカバレージの領域内で移動すると、ユーザ機器１１５－ｃから基地局１０５－ｃへの
送信電力の量は、これらの２つの間の良好な通信を維持するように制御される必要があり
得る。たとえば、チャネル品質および／または干渉など、他の原因も、ユーザ機器１１５
－ｃと基地局１０５－ｃとの間の通信に影響し得る。
【００４７】
　[0084]図３に示すシナリオにおいて、基地局１０５－ｃが、ユーザ機器１１５－ｃから
の信号強度の下落、またはノイズもしくは干渉の増大を検出したとき、基地局１０５－ｃ
は、ユーザ機器１１５－ｃに、その送信電力を増大するよう命令し得る。信号強度の下落
またはノイズもしくは干渉の増大は、たとえば、ユーザ機器１１５－ｃが基地局１０５－
ｃから離れた（たとえば、場所２）か、または干渉を引き起こす付近のデバイスが存在す
る（たとえば、場所３およびユーザ機器１１５－ｄ）結果であり得る。送信電力を増大す
るための命令は、送信３０５－ａにおいて、基地局１０５－ｃからダウンリンクを介して
送られる１つまたは複数のＴＰＣコマンドにより、ユーザ機器１１５－ｃに与えられる。
【００４８】
　[0085]一方、基地局１０５－ｃが、ユーザ機器１１５－ｃからの信号強度の増大、また
はノイズもしくは干渉の低下を検出したとき、基地局１０５－ｃは、ユーザ機器１１５－
ｃに、その送信電力を低下するよう命令し得る。信号強度の増大またはノイズもしくは干
渉の低下は、たとえば、ユーザ機器１１５－ｃが基地局１０５－ｃに近づくか、または干
渉を引き起こす付近のデバイスが存在しない結果であり得る。送信電力の低下は、ユーザ
機器１１５－ｃにおける電力を節約し得るだけでなく、ユーザ機器１１５－ｃが他のデバ
イスにおいて引き起こされ得る干渉の量も低減し得る。送信電力を低下するための命令は
、送信３０５－ａにおいて、基地局１０５－ｃからダウンリンクを介して送られる１つま
たは複数のＴＰＣコマンドにより、ユーザ機器１１５－ｃに与えられる。
【００４９】
　[0086]ときには、固定ステップサイズを有する典型的なＴＰＣコマンドに対して、ＴＰ
Ｃコマンドが送られるレートは、送信電力の適正な調節を行うのに十分でない。通信条件
が、送信電力の調節が行われ得るレートよりも速く変わる場合、実際に所望されるものに
送信電力を近づけることは難題であり得る。ただし、ＴＰＣコマンドが送られるレートを
増大するだけでは、この問題に対処することはできない。というのは、送信電力調節プロ
セスの有効性を決定するのは、電力が変化し得る傾きだからである。電力が変化し得る傾
きは、ＴＰＣコマンドステップサイズと更新レートの両方に基づく。一方または他方を変
えるだけでは、送信電力調節を最適化することはできない。たとえば、ＴＰＣコマンドの
固定ステップサイズを増大すると、傾きを増大し得るが、定常状態環境における一層の分
散も加え得る。一方、更新レートを増大すると、データに利用可能な電力を低減（たとえ
ば、データを低減）し得るか、または（たとえば、電力制御に使われる電力が調節されな
いとき）ＴＰＣコマンドのエラーレートを増大し得る。
【００５０】
　[0087]いくつかの実施形態では、基地局１０５－ｃならびにユーザ機器１１５－ｃおよ
び１１５－ｄは、基地局１０５－ｃに、２つ以上のＴＰＣコマンドに関して少なくとも１
つのトレンドを識別させ、次いで、識別された少なくとも１つのトレンドに基づいて、ユ
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ーザ機器１１５－ｃおよび１１５－ｄによって使用されるＴＰＣステップサイズを適応さ
せることによって、より効果的および迅速な送信電力制御を円滑にするように構成される
。基地局１０５－ｃは、メジャートレンドとマイナートレンドとを識別することができ、
ＴＰＣステップサイズは、少なくとも識別されたメジャートレンドまたは識別されたマイ
ナートレンドに基づいて適応され得る。少なくとも１つのトレンドは、同じＴＰＣコマン
ドが連続して２回以上使用されることを含み得る。いくつかの実施形態では、少なくとも
１つのトレンドは、単に同じＴＰＣコマンドが連続して２回以上使用されることではなく
、連続するＴＰＣコマンドからなるいくつかのシーケンスによって識別され得る。いくつ
かの実施形態では、基地局１０５－ｃは低減拡散率を識別し、ＴＰＣステップサイズは、
低減拡散率から得られる追加ＴＰＣコマンドビットを使用することによって適応される。
いくつかの実施形態では、基地局１０５－ｃは、低減ＴＰＣレートを識別し、識別された
低減ＴＰＣレートは、適応されたＴＰＣステップサイズにより補償される。低減拡散率お
よび／または低減ＴＰＣレートは、それぞれ、基地局１０５ｃとユーザ機器１１５－ｃお
よび１１５－ｄとの間の送信３０５－ａおよび３０５－ｂにおけるフレキシブル波形の使
用から得ることができる。
【００５１】
　[0088]いくつかの実施形態では、基地局１０５－ｃならびにユーザ機器１１５－ｃおよ
び１１５－ｄは、基地局１０５－ｃに、スロット用の複数の干渉推定値（たとえば、ＳＩ
Ｒ推定値）を決定させ、スロットに対する１つまたは複数のＴＰＣ調節を行うのに干渉推
定値を使用させることによって、より効果的および迅速な送信電力制御を円滑にするよう
に構成される。基地局１０５－ｃは、各干渉推定値についての独立ＴＰＣコマンドを送信
することができる。基地局１０５－ｃは送信電力を複数回調節することができ、各調節は
、干渉推定値のうちの１つに基づく独立ＴＰＣコマンドに対応する。基地局１０５－ｃは
、干渉推定値に基づいてＴＰＣステップサイズを調節することができる。これらの調節は
、基地局１０５－ｃによって与えられたＴＰＣコマンドに基づいて、ユーザ機器１１５－
ｃおよび１１５－ｄによって実施され得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５－ｃ
は拡散率を低減し、低減拡散率から得られる、増加したＴＰＣコマンドビット数に基づい
て、２つ以上のＴＰＣコマンドが伝えられる。いくつかの実施形態では、基地局１０５－
ｃは低減ＴＰＣレートを識別し、識別された低減ＴＰＣレートは、１つまたは複数のＴＰ
Ｃ調節を行うのに使用される。低減拡散率および／または低減ＴＰＣレートは、それぞれ
、基地局１０５－ｃとユーザ機器１１５－ｃおよび１１５－ｄとの間の送信３０５－ａお
よび３０５－ｂにおけるフレキシブル波形の使用から得ることができる。
【００５２】
　[0089]いくつかの実施形態では、基地局１０５ｃならびにユーザ機器１１５－ｃおよび
１１５－ｄは、基地局１０５－ｃに、送信電力制御に関連した様々なメトリックを決定さ
せ、使用させることによって、より効果的および迅速な送信電力制御を円滑にするように
構成される。いくつかの実施形態では、基地局１０５－ｃは、現在のＴＰＣ機構に関して
現在のメトリックを決定する。基地局１０５－ｃは、現在のメトリックを参照ＴＰＣ機構
に関して参照メトリックと比較し得、基地局１０５－ｃとユーザ機器１１５－ｃまたは１
１５－ｄとの間のＴＰＣ動作は、比較に基づいて適応され得る。いくつかの実施形態では
、現在のメトリックおよび参照メトリックは、ＲｏＮ技法を使って算出される。いくつか
の実施形態では、ＴＰＣ動作を適応させることは、基地局１０５－ｃに、ＴＰＣ動作を実
施するために、現在のＴＰＣ機構および参照ＴＰＣ機構のうちの１つを選択させることを
含む。
【００５３】
　[0090]図３は、基地局１０５－ｃがユーザ機器１１５－ｃおよび１１５－ｄの送信電力
を制御し得るシナリオを示すが、同じまたは同様の送信電力制御概念が、ユーザ機器１１
５－ｃもしくはユーザ機器１１５－ｄ、または両方が、基地局１０５－ｃの送信電力を制
御するシナリオに適用され得る。
【００５４】



(17) JP 6352310 B2 2018.7.4

10

20

30

40

50

　[0091]ユーザ機器１１５－ｃ／１１５－ｄと基地局１０５－ｃとの間の送信３０５－ａ
および／または３０５－ｂは、通常波形よりも小さい（または大きい）帯域幅を占めるよ
うに生成され得るフレキシブル波形を使用することができる。たとえば、帯域エッジにお
いて、通常波形を配置するのに十分な利用可能なスペクトルがないことがある。フレキシ
ブル波形については、時間が膨張（dilate）すると、波形によって占有される周波数が下
がり、したがって通常波形に適合するのに十分広くはない可能性があるスペクトルにフレ
キシブル波形を適合させることが可能になる。いくつかの実施形態では、フレキシブル波
形は、通常波形に対する帯域幅スケーリング係数Ｎを使用してスケーリングされ得る。帯
域幅スケーリング係数Ｎは、たとえば１、２、４などの整数値を含むが、それらに限定さ
れない、多数の異なる値をとることができる。ただし、Ｎは、整数である必要はない。
【００５５】
　[0092]いくつかの実施形態は、追加用語を使用することができる。新たな単位Ｄが使用
され得る。単位Ｄは膨張される。この単位は無単位（unitless）であり、Ｎの値をもつ。
フレキシブルシステムにおける時間については、「膨張時間」によって話すことができる
。たとえば、通常時間における、たとえば１０ミリ秒（ｍｓ）のスロットは、フレキシブ
ル時間では１０Ｄｍｓと表すことができる（注：これは、通常時間においてＮ＝１なので
、通常時間であっても当てはまる。すなわち、Ｄは通常時間における１の値をもつので、
１０Ｄｍｓ＝１０ｍｓである）。時間スケーリングにおいて、ほとんどの「秒」を「膨張
秒」で置き換えることができる。ヘルツで表される周波数は１／ｓであることに留意され
たい。いくつかの実施形態は、やはり値Ｎを有し得るチップレート分割器（「Ｄｃｒ」）
を使用することもできる。
【００５６】
　[0093]上述したように、フレキシブル波形は、通常波形よりも小さい帯域幅を占める波
形であり得る。したがって、フレキシブル帯域幅搬送システムでは、同じ数のシンボルお
よびビットが、通常帯域幅搬送システムと比較して、より長い持続時間にわたって送信さ
れ得る。この結果、タイムストレッチが生じてよく、これによってスロット持続時間、フ
レーム持続時間などが、帯域幅スケーリング係数Ｎだけ増大し得る。帯域幅スケーリング
係数Ｎは、通常帯域幅とフレキシブル帯域幅（ＢＷ）の比を表し得る。したがって、フレ
キシブル帯域幅搬送システムにおけるデータレートは（通常レート×１／Ｎ）に等しいも
のであり得、遅延は（通常遅延×Ｎ）に等しいものであり得る。概して、フレキシブルシ
ステムチャネルＢＷ＝通常システムチャネルＢＷ／Ｎである。遅延×ＢＷは不変のままで
あり得る。さらに、いくつかの実施形態では、フレキシブル波形は、通常波形よりも多い
帯域幅を占める波形であり得る。
【００５７】
　[0094]本明細書を通して、通常システム、サブシステム、および／または波形という用
語は、１に等しいものであり得る（たとえば、Ｎ＝１）帯域幅スケーリング係数または通
常もしくは標準チップレートを使用し得る実施形態を伴うシステム、サブシステム、およ
び／または波形を指すのに使用することができる。これらの通常システム、通常サブシス
テム、および／または通常波形は、標準および／またはレガシーシステム、標準および／
またはレガシーサブシステム、ならびに／あるいは標準および／またはレガシー波形と呼
ばれることもある。さらに、フレキシブルシステム、サブシステム、および／または波形
は、１に等しくないものであり得る（たとえば、Ｎ＝２、４、８、１／２、１／４など）
帯域幅スケーリング係数を使用することができる実施形態を伴うシステム、サブシステム
、および／または波形を指すのに使用することができる。Ｎ＞１の場合、またはチップレ
ートが低下された場合、波形の帯域幅は減少し得る。いくつかの実施形態は、帯域幅を増
大させる帯域幅スケーリング係数またはチップレートを使用することができる。たとえば
、Ｎ＜１の場合、またはチップレートが増大された場合、波形は、通常波形よりも大きい
帯域幅をカバーするように拡大され得る。フレキシブルシステム、サブシステム、および
／または波形は、場合によってはフラクショナルシステム、サブシステム、および／また
は波形とも呼ばれ得る。フラクショナルシステム、フラクショナルサブシステム、および
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／またはフラクショナル波形は、たとえば、帯域幅を変更することも変更しないこともあ
る。フラクショナルシステム、サブシステム、または波形は、通常または標準システム、
サブシステム、または波形（たとえば、Ｎ＝１システム）よりも多くの可能性をもたらし
得るので、フレキシブルであり得る。
【００５８】
　[0095]次に図４Ａを参照すると、ブロック図は、マルチプルなスロットをもつフレーム
４００を示す。フレーム４００は、通常帯域幅搬送システム（たとえば、ＵＭＴＳ）用の
フレームに対応し得る。ＵＭＴＳ用に、たとえば、フレーム４００は、１５個のスロット
（スロット０、．．．、スロット１４）を含み得る。各スロットは、いくつかのＴＰＣコ
マンドビットによって表される対応するＴＰＣコマンドを有し得る。一般に、各ＴＰＣコ
マンド用に２つのビットが使われている。図４Ｂは、フレーム４００－ａの持続時間がフ
レーム４００の持続時間と比較して増大されるような、図４Ａのフレーム４００の時間膨
張バージョンであるフレーム４００－ａを示す。この事例において、時間膨張はＮ＝２に
基づく。フレーム４００－ａは、フレキシブル帯域幅搬送システム（たとえば、Ｆ－ＵＭ
ＴＳ）用のフレームに対応し得る。時間膨張は、フレーム４００－ａおよびスロットを、
フレーム４００およびそのスロットよりも持続時間において長くさせ得る。フレーム４０
０におけるスロット持続時間と比較して、フレーム４００－ａにおける増大スロット持続
時間のおかげで、フレーム４００－ａ用の、ＴＰＣコマンドが送られるレート（すなわち
、ＴＰＣレート）は、フレーム４００用のレートと比較して低減される。言い換えると、
通常帯域幅キャリアシステム用のＴＰＣレート（すなわち、通常ＴＰＣレート）は一般に
、フレキシブル帯域幅搬送システム用のＴＰＣレート（すなわち、低減ＴＰＣレート）よ
りも高い。
【００５９】
　[0096]時間膨張はまた、アップリンク専用物理制御チャネル（ＵＬ　ＤＰＣＣＨ）用お
よびダウンリンク専用物理チャネル（ＤＬ　ＤＰＣＨ）用の拡散率の、帯域幅スケーリン
グ係数（Ｎ）分の低減をもたらす。低減拡散率は、各スロット中のＴＰＣコマンドビット
の数をＮだけ増大し得る。たとえば、回路交換適応マルチレートアプリケーションに対し
て、拡散率のスケーリングは、ＴＰＣコマンドビットの数を、使用されるスケーリング係
数に比例して増大させる。Ｎ＝２のとき、たとえば、スロット中のＴＰＣコマンドビット
の数は２から４に増大される。スロット中のＴＰＣコマンドビットの数を増大することに
よって、その特定のスロットについて、追加ＴＰＣ情報が送られ得る。たとえば、スロッ
ト中のＴＰＣコマンドビットの数を２から４に倍にすることによって、検出を向上するた
めに、２ビットＴＰＣコマンドが２回送られてよく、ＴＰＣ調節のレートを増大するため
に、２つの独立２ビットＴＰＣコマンドが送られてよく、またはより一層の調節粒度を伝
えるために、４ビットＴＰＣコマンドが送られ得る。
【００６０】
　[0097]図５Ａを参照すると、ブロック図は、様々な実施形態による送信電力制御のため
のデバイス５００を示す。デバイス５００は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図１７、お
よび／または図１８を参照して記載するユーザ機器１１５の１つまたは複数の態様の例で
あり得る。デバイス５００は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図１６、および／または図
１８を参照して記載する基地局１０５の１つまたは複数の態様の例でもあり得る。デバイ
ス５００は、プロセッサでもあり得る。デバイス５００は、受信機モジュール５０５、送
信電力制御（ＴＰＣ）モジュール５１５、および／または送信機モジュール５２５を含み
得る。これらの構成要素の各々は互いに通信中であり得る。
【００６１】
　[0098]デバイス５００は、受信機モジュール５０５、ＴＰＣモジュール５１５、および
／または送信機モジュール５２５を通して、トレンドに基づいてＴＰＣステップサイズを
動的に適応させることに基づく送信電力制御動作のために構成され得る。たとえば、ＴＰ
Ｃモジュール５１５は、２つ以上のＴＰＣコマンドに関して少なくとも１つのトレンドを
識別するように、および識別された少なくとも１つのトレンドに基づいてＴＰＣステップ
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サイズを適応させるように構成され得る。いくつかの実施形態では、ＴＰＣモジュール５
１５は、同じＴＰＣコマンドが連続して２回以上使用されていることを識別するように構
成される。いくつかの実施形態では、ＴＰＣモジュール５１５は、メジャートレンドを識
別するように、マイナートレンドを識別するように、および少なくとも識別されたメジャ
ートレンドまたは識別されたマイナートレンドに基づいて、ＴＰＣステップサイズを適応
させるように構成される。識別されたメジャートレンドはＴＰＣステップサイズの第１の
成分を示すことができ、識別されたマイナートレンドは、第１の成分よりも小さいＴＰＣ
ステップサイズ成分の第２の成分を示すことができる。いくつかの実施形態では、ＴＰＣ
モジュール５１５は、低減ＴＰＣレートを識別するように、および適応されたＴＰＣステ
ップサイズにより、識別された低減ＴＰＣレートを補償するように構成される。低減ＴＰ
Ｃレートは、フレキシブル帯域幅搬送システム用の帯域幅スケーリング係数でスケーリン
グされた、通常帯域幅搬送システム用の通常ＴＰＣレートを含む。いくつかの実施形態で
は、ＴＰＣモジュール５１５は、低減拡散率を識別し、次いで、低減拡散率から得られる
追加ＴＰＣコマンドビットで、ＴＰＣステップサイズを適応させるように構成される。低
減拡散率は、フレキシブル帯域幅搬送システム用の帯域幅スケーリング係数でスケーリン
グされた、通常帯域幅搬送システム用の通常拡散率を含み得る。さらに、追加ＴＰＣコマ
ンドビットは、最上位ビットのうちの１つまたは複数がメジャートレンドを表し、最下位
ビットのうちの１つまたは複数がマイナートレンドを表す、ＴＰＣコマンドをもたらし得
る。
【００６２】
　[0099]デバイス５００は、受信機モジュール５０５、ＴＰＣモジュール５１５、および
／または送信機モジュール５２５を通して、スロットについてのマルチプルな干渉推定値
に基づく送信電力制御動作のために構成され得る。たとえば、ＴＰＣモジュール５１５は
、スロットについての複数の干渉推定値を決定し、次いで、スロットに対する１つまたは
複数のＴＰＣ調節を行うのに、複数の干渉推定値を使用するように構成され得る。いくつ
かの実施形態では、ＴＰＣモジュール５１５および／または送信機モジュール５２５は、
スロットについての干渉推定値の各々について、独立ＴＰＣコマンドを送信するように構
成される。いくつかの実施形態では、ＴＰＣモジュール５１５は、送信電力を複数回調節
するように構成され、ここで各調節は、スロットについての干渉推定値のうちの１つに基
づく独立ＴＰＣコマンドに対応する。いくつかの実施形態では、ＴＰＣモジュール５１５
は、スロットについての干渉推定値に基づいてＴＰＣステップサイズを調節するように構
成される。いくつかの実施形態では、ＴＰＣモジュール５１５は、低減ＴＰＣレートを識
別するように、および１つまたは複数のＴＰＣ調節を行うのに低減ＴＰＣレートを使用す
るように構成される。低減ＴＰＣレートは、フレキシブル帯域幅搬送システム用の帯域幅
スケーリング係数でスケーリングされた、通常帯域幅搬送システム用の通常ＴＰＣレート
を含む。いくつかの実施形態では、ＴＰＣモジュール５１５は、フレキシブル帯域幅搬送
システム用の拡散率を低減し、次いで、低減拡散率から得られた、増大したＴＰＣコマン
ドビット数に、およびスロットについての干渉推定値に基づいて、スロット用の２つ以上
のＴＰＣコマンドを伝えるように構成される。
【００６３】
　[0100]デバイス５００は、受信機モジュール５０５、ＴＰＣモジュール５１５、および
／または送信機モジュール５２５を通して、送信電力制御に関連した様々なメトリックを
決定し使用するために構成され得る。たとえば、ＴＰＣモジュール５１５は、現在のＴＰ
Ｃ機構に関して現在のメトリックを決定し、現在のメトリックを参照ＴＰＣ機構に関して
参照メトリックと比較し、比較に基づいてＴＰＣ動作を適応させるように構成され得る。
いくつかの実施形態では、現在のＴＰＣ機構は、トレンドに基づいてＴＰＣステップサイ
ズを動的に適応させるための、本明細書に記載する技法のうちの１つを含む。いくつかの
実施形態では、現在のＴＰＣ機構は、スロットについてのマルチプルな干渉推定値に基づ
く送信電力制御動作のための、本明細書に記載する技法のうちの１つを含む。いくつかの
実施形態では、ＴＰＣモジュール５１５は、現在のＴＰＣ機構のライズ・オーバー・ノー
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マル分析を実施するように構成される。ライズ・オーバー・ノーマル分析は、現在のＴＰ
Ｃ機構に関して理想電力を決定することと、現在のＴＰＣ機構に関して受信電力を決定す
ることと、受信電力と理想電力との間の差分の時間平均に基づいて現在のメトリックを算
出することとを含み得る。いくつかの実施形態では、ＴＰＣモジュール５１５は、ＴＰＣ
動作を実施するために、現在のＴＰＣ機構および参照ＴＰＣ機構のうちの１つを選択する
ように構成される。参照ＴＰＣ機構は、送信電力を１ｄＢだけ増大または低下するために
、スロットあたりに１つのＴＰＣコマンドが使われる典型的または標準ＴＰＣ実装形態を
指し得る。
【００６４】
　[0101]図５Ｂを参照すると、ブロック図は、様々な実施形態による送信電力制御のため
のデバイス５００－ａを示す。デバイス５００－ａは、図５Ａのデバイス５００の例であ
り得る。デバイス５００－ａはプロセッサでもあり得る。デバイス５００－ａは、受信機
モジュール５０５、ＴＰＣモジュール５１５－ａ、および／または送信機モジュール５２
５を含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信中であり得る。
【００６５】
　[0102]ＴＰＣモジュール５１５－ａは、図５ＡのＴＰＣモジュール５１５の例であり得
る。ＴＰＣモジュール５１５－ａは、２つ以上のＴＰＣコマンドに関して少なくとも１つ
のトレンドを識別すること、および識別された少なくとも１つのトレンドに基づいてＴＰ
Ｃステップサイズを適応させることに関連した様々な態様を扱うためのマルチプルなモジ
ュールを含み得る。識別モジュール５１６は、メジャートレンドおよびマイナートレンド
を含むトレンドを識別するように構成され得る。トレンドは、ＴＰＣコマンドが連続して
２回以上使われたときを示し得る。識別モジュール５１６は、低減ＴＰＣレートおよび／
または低減拡散率を識別するように構成され得る。適応モジュール５１７は、識別された
少なくとも１つのトレンドに基づいてＴＰＣステップサイズを適応させるように構成され
得る。いくつかの実施形態では、適応モジュール５１７は、適応されたＴＰＣステップサ
イズにより、識別された低減ＴＰＣレートを補償するように、および／または識別された
低減拡散率から得られる追加ＴＰＣコマンドビットでＴＰＣステップサイズを適応させる
ように構成される。
【００６６】
　[0103]図５Ｃを参照すると、ブロック図は、様々な実施形態による送信電力制御のため
のデバイス５００－ｂを示す。デバイス５００－ｂは、図５Ａのデバイス５００の例であ
り得る。デバイス５００－ｂはプロセッサでもあり得る。デバイス５００－ｂは、受信機
モジュール５０５、ＴＰＣモジュール５１５－ｂ、および／または送信機モジュール５２
５を含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信中であり得る。
【００６７】
　[0104]ＴＰＣモジュール５１５－ｂは、図５ＡのＴＰＣモジュール５１５の例であり得
る。ＴＰＣモジュール５１５－ｂは、スロットについてのマルチプルな干渉推定値に基づ
く送信電力制御動作に関連した様々な態様を扱うためのマルチプルなモジュールを含み得
る。推定モジュール５１８は、スロットについての複数の干渉推定値を決定するように構
成され得る。調節モジュール５１９は、スロットに対する１つまたは複数のＴＰＣ調節を
行うのに、干渉推定値を使用するように構成され得る。調節モジュール５１９は、スロッ
トについての干渉推定値の各々について、独立ＴＰＣコマンドを送信するように、スロッ
トについての干渉推定値に基づいてＴＰＣステップサイズを調節するように、および／ま
たは送信電力を複数回調節するように構成されてよく、ここで各調節は、スロットについ
ての干渉推定値のうちの１つに基づく独立ＴＰＣコマンドに対応する。いくつかの実施形
態では、調節モジュール５１９は、低減ＴＰＣレートを識別し、１つまたは複数のＴＰＣ
調節を行うのに低減ＴＰＣレートを使用するように構成される。いくつかの実施形態では
、調節モジュール５１９、および／またはデバイス５００－ｂの何らかの他の部分は、フ
レキシブル帯域幅搬送システム用の帯域幅スケーリング係数だけ、拡散率を低減し、スロ
ットについての干渉推定値に、および低減拡散率から得られる、増加したＴＰＣコマンド
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ビット数に基づく、スロット用の２つ以上のＴＰＣコマンドを伝えるように構成される。
【００６８】
　[0105]図５Ｄを参照すると、ブロック図は、様々な実施形態による送信電力制御のため
のデバイス５００－ｃを示す。デバイス５００－ｃは、図５Ａのデバイス５００の例であ
り得る。デバイス５００－ｃはプロセッサでもあり得る。デバイス５００－ｃは、受信機
モジュール５０５、ＴＰＣモジュール５１５－ｃ、および／または送信機モジュール５２
５を含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信中であり得る。
【００６９】
　[0106]ＴＰＣモジュール５１５－ｃは、図５ＡのＴＰＣモジュール５１５の例であり得
る。ＴＰＣモジュール５１５－ｃは、２つ以上のＴＰＣコマンドに関して少なくとも１つ
のトレンドを識別し、識別された少なくとも１つのトレンドに基づいてＴＰＣステップサ
イズを適応させるための技法、ならびにスロットについてのマルチプルな干渉推定値に基
づく送信電力制御動作のための技法を含む、異なる技法に関連した様々な態様を扱うため
のマルチプルなモジュールを含み得る。メトリック分析モジュール５２０は、マルチプル
なＴＰＣ機構または技法のためのメトリック算出を実施するように構成され得る。メトリ
ック算出は、現在のＴＰＣ機構に関して現在のメトリックを決定すること、および現在の
メトリックを参照ＴＰＣ機構に関して参照メトリックと比較することなど、ライズ・オー
バー・ノーマル算出を含み得る。メトリック適応モジュール５２１は、メトリック分析モ
ジュール５２０からの結果に基づいてＴＰＣ動作を適応させるように構成され得る。たと
えば、メトリック適応モジュール５２１は、現在のメトリックと参照メトリックとの比較
に基づいて、ＴＰＣ動作を適応させ得る。メトリック適応モジュール５２１は、ＴＰＣ動
作を実施するために、現在のＴＰＣ機構および参照ＴＰＣ機構のうちの１つを選択するよ
うに構成され得る。マルチプルなＴＰＣ機構または技法がメトリック分析モジュール５２
０によって分析されるとき、メトリック適応モジュール５２１は、ＴＰＣ動作を実施する
ために、分析されるマルチプルなＴＰＣ機構のうちの１つと、参照ＴＰＣ機構とを選択す
るように構成され得る。
【００７０】
　[0107]図５Ａ、図５Ｂ、図５Ｃ、および／または図５Ｄのデバイス５００、５００－ａ
、５００－ｂ、および５００－ｃのこれらの構成要素は、個別にまたは集合的に、ハード
ウェア中の適用可能な機能の一部または全部を実施するように適応された１つまたは複数
の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を用いて実装され得る。代替的に、それらの機能は
、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回
路上で実施され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログ
ラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡ
ＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタム
ＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体または一部が、１つまたは複数の
汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモ
リ中に組み込まれた命令によって実装され得る。
【００７１】
　[0108]図６を参照すると、単一のＴＰＣステップサイズを使って送信電力が増大された
ときに低減ＴＰＣレート状況（Ｎ＝２）において起き得る問題を示すチャート６００が示
されている。チャート６００において、線６１５は、通常ＴＰＣ調節タイムラインに対す
る、送信電力の、連続する一連の増大を表し、線６２５は、低減ＴＰＣ調節タイムライン
に対する、送信電力の、連続する一連の増大を表す。線６１５に対して、通常ＴＰＣ調節
タイムラインに沿った時間Ｔ０で、スロットは、送信電力の増加（＋Δ）を命令するＴＰ
Ｃコマンドを与えることができる。同様に、通常ＴＰＣ調節タイムライン中の時間Ｔ１、
．．．、Ｔ８の各々で、対応するスロットは、同じ量、すなわち＋Δだけの、送信電力の
増加を命令するＴＰＣコマンドを与える。
【００７２】
　[0109]ただし、線６２５に対しては、低減ＴＰＣレートに関連付けられた時間膨張によ
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り、線６１５に対する同じ期間中に、より少ないタイムスロットが起こる。このケースで
は、低減ＴＰＣ調節タイムラインに沿った時間Ｔ０で、スロットは、送信電力の増加（＋
Δ）を命令するＴＰＣコマンドを与えることができる。次いで、低減ＴＰＣ調節タイムラ
インに沿った時間Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、およびＴ４の各々で、対応するスロットは、送信電
力の増加（＋Δ）を命令するＴＰＣコマンドを与える。線６１５についてのＴ８の後、お
よび線６２５についてのＴ４の後、送信電力の総増大が比較されると、低減ＴＰＣ調節タ
イムライン中で与えられる最終ＴＰＣ調節は、通常ＴＰＣ調節タイムライン中で与えられ
る最終ＴＰＣ調節に４Δだけ後れをとっている。
【００７３】
　[0110]図６に示す例は、低減ＴＰＣレート状況に対する、単一のＴＰＣステップサイズ
の使用では、送信電力におけるアップトレンドをもつ十分に高速なキャッチアップを可能
にすることができないことを示す。この例は、送信電力の複数の増大の期間中に起きる問
題を示しているが、同様の問題が、送信電力の複数の低減の期間中にも起き得る。より素
早くキャッチアップするようにＴＰＣステップサイズを変えることは、実装するのが容易
でない場合がある。たとえば、ＵＭＴＳにおいて、ＴＰＣステップサイズは、物理チャネ
ル再設定手順によって変えられ得る。これは、シグナリングオーバーヘッドを増す場合が
あり、その結果、容量を損なう場合があり、呼ドロップ可能性を増大する場合がある。
【００７４】
　[0111]ＴＰＣコマンドのトレンドが、ユーザ機器、基地局、またはネットワークによっ
て、ＴＰＣステップサイズを動的に調節するのに使用され得る他のＴＰＣ機構または技法
が、本明細書において提供される。これらの技法は、現在のＴＰＣアルゴリズムの変更を
伴う必要はない。そうではなく、これらの技法は、ＴＰＣコマンドへのＴＰＣステップサ
イズの解釈またはマッピングを変更し得る。これらの技法は、フレキシブル帯域幅搬送シ
ステム（たとえば、Ｆ－ＵＭＴＳ）を含むが、それらに限定されない、異なる状況におい
て適用可能であり得る。ただし、これらの技法は、何も存在しなかったとき、トレンドを
失わせ、またはトレンドを識別させ得るエラーに対して敏感であり得る。
【００７５】
　[0112]いくつかの実施形態では、ＴＰＣ機構は、同じＴＰＣコマンドを連続して２回以
上使用させたことに基づいて、一連のＴＰＣコマンドのトレンドを識別する。トレンドパ
ラメータ（Ｍ）は、トレンドを検出するための閾値パラメータとして、特定のＴＰＣ機構
向けに設定され得る。たとえば、Ｍは、いつおよび／またはどのようにＴＰＣステップサ
イズを調節するかを識別するように、動的に設定され得る。いくつかの実施形態では、Ｍ
に割り当てられる値は、ＴＰＣステップサイズの調節がトリガされる前に、ＴＰＣコマン
ドが連続して使用され得る回数を表し得る。Ｍの値は、ＴＰＣステップサイズの調節が、
検出されたトレンドを鑑みて適切であると決定されたとき、ＴＰＣステップサイズをスケ
ーリングするのにも使用され得る。たとえば、最後のＭ個のコマンドが、＋Δのステップ
サイズをもつすべてのＴＰＣアップコマンドであるとき、ＴＰＣステップサイズは、Δ’
＝Ｍ×（＋Δ）に調節され得る。ＴＰＣステップサイズは、キャッチアップステップ後、
次のコマンドのために＋Δにリセットされ得る。同様に、最後のＭ個のコマンドがすべて
、ステップサイズ－ΔをもつＴＰＣダウンコマンドであるとき、ＴＰＣステップサイズは
、キャッチアップステップ後、次のコマンドのために、Δ’＝Ｍ×（－Δ）に調節され、
－Δにリセットされ得る。ＴＰＣステップサイズの調節は、スケーリング係数としてのＭ
の値の使用に基づく必要はない。そうではなく、ＴＰＣステップサイズの調節は、Ｍとは
異なるパラメータを使用するスケーリングに基づき、および／またはそのオフセットもし
くはパラメータをスケーリングに使用せずに、ＴＰＣステップサイズにオフセットもしく
は何らかの他のパラメータを加えるか、もしくは引くことに基づき得る。トレンドが識別
されない場合、送信電力制御のための典型的な規則が適用され得る。古いトレンドが破棄
されると、（たとえば、ＴＰＣステップサイズがリセットされたので、または連続するＭ
個のアップ／ダウンコマンドが欠如しているので）新規のトレンドが開始され得る。Ｍ、
および／またはＴＰＣステップサイズを調節するのに使用される任意のパラメータの値は
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、ＴＰＣ機構の有効性を調節するように動的に修正され得る。
【００７６】
　[0113]一例では、Ｍ＝３をもつＴＰＣ機構の場合、特定のステップサイズ（たとえば、
＋Δ）をもつＴＰＣコマンドが続けて３回繰り返された後、ＴＰＣコマンドの第４の連続
的出現が、その第４の出現向けのステップサイズ（たとえば、＋２Δ）の調節をもたらし
得る。ＴＰＣコマンドの第５の連続的出現において、その第５の出現のステップサイズは
、元のステップサイズ（たとえば、＋Δ）に戻り得る。別の例では、Ｍ＝３をもつＴＰＣ
機構の場合、特定のステップサイズ（たとえば、＋Δ）をもつＴＰＣコマンドが続けて２
回繰り返された後、ＴＰＣコマンドの第３の連続的出現が、その第３の出現向けのステッ
プサイズ（たとえば、＋２Δ）の調節をもたらす場合があり、ＴＰＣコマンドの第４の連
続的出現が、その第４の出現向けのステップサイズ（たとえば、＋３Δ）の異なる調節を
もたらし得る。ＴＰＣコマンドの第５の連続的出現において、その第５の出現のステップ
サイズは、元のステップサイズ（たとえば、＋Δ）に戻り得る。上述したものと同様の手
法が、連続するＴＰＣコマンドが同じ方向にある（たとえば、連続するＴＰＣアップコマ
ンドまたは連続するＴＰＣダウンコマンド）ときにとられ得る。たとえば、Ｍ＝３をもつ
ＴＰＣ機構の場合、３つの連続するＴＰＣアップコマンドが識別された後、ＴＰＣアップ
コマンドの第４の連続的出現が、その第４の出現向けのステップサイズの調節をもたらし
得る。ＴＰＣアップコマンドの第５の連続的出現において、その第５の出現のステップサ
イズは、調節されなくてよく、その典型的な値であればよい。
【００７７】
　[0114]次に図７を参照すると、表７００は、トレンドパラメータＭ＝２についてのアッ
プトレンドキャッチアップおよびダウントレンドキャッチアップのためのＴＰＣコマンド
設定の例を示す。表７００によると、Ｍ＝２に対して、ビットペア（００）で表されるＴ
ＰＣダウンコマンドがＴ０で使われるとき、ＴＰＣステップサイズは－Δである。ＴＰＣ
ダウンコマンドがＴ１で繰り返されるとき、ＴＰＣステップサイズは－Δのままである。
ただし、ＴＰＣダウンコマンドがＴ２で再度繰り返され、２つの連続するＴＰＣダウンコ
マンドのトレンドが検出されると、ＴＰＣステップサイズは－２Δに増大される。Ｔ３で
、ＴＰＣダウンコマンドはもう一度繰り返されるが、ＴＰＣステップサイズは－Δにレス
トされる。
【００７８】
　[0115]同様に、ビットペア（１１）で表されるＴＰＣアップコマンドがＴ０で使われる
とき、ＴＰＣステップサイズは＋Δである。ＴＰＣアップコマンドがＴ１で繰り返される
とき、ＴＰＣステップサイズは＋Δのままである。ただし、ＴＰＣアップコマンドがＴ２
で再度繰り返され、２つの連続するＴＰＣアップコマンドのトレンドが検出されると、Ｔ
ＰＣステップサイズは＋２Δに増大される。Ｔ３で、ＴＰＣアップコマンドはもう一度繰
り返されるが、ＴＰＣステップサイズは＋Δにレストされる。ＴＰＣダウンコマンドとＴ
ＰＣアップコマンドの両方に対してＴＰＣステップサイズをリセットすることにより、そ
れぞれ、ダウントレンドおよびアップトレンドにキャッチアップするときのオーバーシュ
ートを回避することができる。
【００７９】
　[0116]トレンドに基づいてＴＰＣステップサイズを動的に調節するのは、ユーザ機器１
１５がキャッチアップ動作でさえほとんど効果がない程高速に移動しているわけではない
ときに適用可能であり得る。ＵＭＴＳの場合、たとえば、ＴＰＣステップサイズの動的調
節は、毎時１００～１２０キロメートル（ｋｍｐｈ）を下回る速度に対して適用可能であ
り得る。ただし、Ｆ－ＵＭＴＳの場合、ＴＰＣステップサイズの動的調節は、１００～１
２０ｋｍｐｈを下回るが、１００～１２０ｋｍｐｈを帯域幅スケーリング係数Ｎで除算し
たものよりも大きい速度に対して適用可能であり得る。
【００８０】
　[0117]図８を参照すると、アップトレンドキャッチアップ中の低減ＴＰＣレート状況（
Ｎ＝２）における送信電力調節のための、表７００におけるＴＰＣコマンド設定の使用を
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示すチャート８００が示されている。チャート８００において、線８１５は、通常ＴＰＣ
調節タイムラインに対する、送信電力の、連続する一連の増大を表す。線８１５は、図６
の線６１５と実質的に同様である。チャート８００は、低減ＴＰＣ調節タイムラインに対
する、送信電力の、連続する一連の増大を表す線８２５も含む。線８２５は、Ｔ０および
Ｔ１で、２つの連続するＴＰＣアップコマンドをもつトレンドが検出された結果として、
Ｔ２でのＴＰＣステップサイズが、＋Δではなく＋２Δであるという点で、図６の線６２
５とは異なる。Ｔ２でのこのキャッチアップステップの結果として、低減ＴＰＣ調節タイ
ムライン中で与えられる最終ＴＰＣ調節は、通常ＴＰＣ調節タイムライン中で与えられる
最終ＴＰＣ調節に、図６に示す４Δではなく、３Δだけ後れをとっている。
【００８１】
　[0118]図９を参照すると、ダウントレンドキャッチアップ中の送信電力調節のための、
表７００におけるＴＰＣコマンド設定の使用を示すチャート９００が示されている。チャ
ート９００において、ＴＰＣコマンドシーケンスに基づく、送信電力の一連の変更を表す
ための単一の線９１５が示されている。ＴＰＣコマンドシーケンスは、Ｔ０、Ｔ１、Ｔ２
、Ｔ３、およびＴ４における、５つの連続するＴＰＣダウンコマンドを含む。連続するＴ
ＰＣアップコマンドに関して、Ｔ０およびＴ１では、各々、－Δの送信電力低下がある。
Ｔ２で、Ｔ０およびＴ１における２つの連続するＴＰＣダウンコマンドのトレンドに基づ
いて、送信電力は－２Δだけ低下される。Ｔ３で、送信電力低下は－Δにリセットされる
。２つの連続するＴＰＣダウンコマンドの新規のトレンドが、Ｔ３でのリセット後に確立
されていないので、Ｔ４で、送信電力は、－Δだけ再度低下する。
【００８２】
　[0119]チャート８００および９００における例は、Ｍ＝２に基づいてキャッチアップが
決定されたときのケースに対して、アップトレンドへのキャッチアップと、ダウントレン
ドへのキャッチアップとを示すために挙げられている。同じまたは同様の概念も、Ｍ＞２
に基づいてキャッチアップが決定されたときのケースに適用され得る。代替実施形態では
、Δ’＝Ｍ（＋Δ）後またはΔ’＝Ｍ（－Δ）後にリセットするのではなく、閾レベルが
満たされるまでトレンドが続く場合、ＴＰＣステップサイズはさらに増大され、満たされ
た時点でＴＰＣステップサイズがリセットされる。さらに、拡散率が追加ＴＰＣコマンド
ビット（たとえば、スロットごとに、２つより多いＴＰＣコマンドビット）をもたらすと
き、ＴＰＣアップコマンド中およびＴＰＣダウンコマンド中のビットは繰り返されてよく
、これにより、適切なＴＰＣコマンドと、任意の既存のトレンドとを検出するのを助ける
ことができる。
【００８３】
　[0120]動的にＴＰＣステップサイズを適応させるのにトレンドを使うとき、ダウントレ
ンドにキャッチアップすることが可能であることは、いくつかの状況では、アップトレン
ドにキャッチアップすることが可能であることよりも重要であり得る。たとえば、ダウン
トレンド中、送信電力は高く、低減されている最中である。送信電力を低減するための、
より遅いキャッチアップは、高い送信電力が他のユーザと干渉する結果となり得る。一方
、アップトレンド中、送信電力は低く、増大されている最中である。送信電力を増大する
ためのより遅いキャッチアップは、ユーザに対して、より高いブロックエラーレート（Ｂ
ＬＥＲ）を引き起こし得る。１つのデバイスにおけるより高いＢＬＥＲは、いくつかの状
況では、マルチプルなデバイスとの干渉から起きる複雑化よりも好ましい場合がある。た
だし、他の事例では、ダウントレンドに素早く応答することが可能であることは、アップ
トレンドに応答することよりも重要であり得る。
【００８４】
　[0121]次に図１０Ａを参照すると、表１０００は、メジャートレンドおよびマイナート
レンドについてのＴＰＣコマンド設定の例を示す。概して、ビットペア（００）および（
１１）は、それぞれ、ＴＰＣアップコマンドおよびＴＰＣダウンコマンドを表すのに使わ
れ、ビットペア（０１）および（１０）は、ＴＰＣコマンドにはまったく使われない。つ
まり、繰返しビットをもつビットペアが一般に、ＴＰＣコマンドを表すのに使われる。表
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１０００は、トレンドに基づいて異なるバイアスを加えるのに、およびより効果的な送信
電力制御のためにメジャートレンドとマイナートレンドとを許可するのに使用されるすべ
ての４つのビットペアを示す。メジャートレンドは一般に、Δで表すことができ、マイナ
ートレンドは一般に、δで表すことができる。
【００８５】
　[0122]表１０００において、Ｔ０でビットペア（００）が使用されるとき、ＴＰＣステ
ップサイズは－Δである。Ｔ１でビットペア（００）が繰り返されるとき、ＴＰＣステッ
プサイズは－Δ－δに変化する。Ｔ２でビットペア（００）が再度繰り返されるとき、Ｔ
ＰＣステップサイズは－Δ－２δに変化する。Ｔ３でビットペア（００）がもう一度繰り
返されるとき、ＴＰＣステップサイズは－Δ－３δに変化する。このシーケンスにおいて
、メジャートレンドは－Δに留まり、マイナートレンドは０、－δ、－２δ、－３δを含
む。
【００８６】
　[0123]表１０００中のビットペア（０１）の同様の分析は、ビットペア（０１）で表さ
れる４つの連続するＴＰＣコマンドからなるシーケンスに対して、メジャートレンドが０
、－Δ、－Δ、－Δを含み、マイナートレンドが０、＋δ，０、－δを含むことを示す。
ビットペア（１０）について、ビットペア（１０）で表される４つの連続するＴＰＣコマ
ンドからなるシーケンスは、０、＋Δ、＋Δ、＋Δを含むメジャートレンドと、０、－δ
、０、＋δを含むマイナートレンドとをもたらす。最後に、ビットペア（１１）について
、ビットペア（１１）で表される４つの連続するＴＰＣコマンドからなるシーケンスは、
＋Δに留まるメジャートレンドをもたらし、マイナートレンドは０、＋δ、＋２δ、＋３
δを含む。
【００８７】
　[0124]図１０Ｂを参照すると、表１０００－ａは、特定のＴＰＣコマンドシーケンスの
ためのＴＰＣコマンド設定の例を示す。表１０００－ａ中のＴＰＣコマンド設定は、表１
０００のＴＰＣコマンド設定に基づく。図１０Ｂの特定のＴＰＣコマンドシーケンスは、
Ｔ０でビットペア（００）を、Ｔ１でビットペア（０１）を、Ｔ２でビットペア（１１）
を、およびＴ３でビットペア（００）を有することを含む。このシーケンス用のステップ
サイズは、Ｔ０で－Δ、Ｔ１で－Δ＋δ、Ｔ２で＋Δ＋２δ、Ｔ３で－Δ－３δである。
これらのステップサイズは、表１０００中でのＴＰＣコマンドの設定から得られる。たと
えば、ビットペア（００）がＴ０で現れるとき、ステップサイズは－Δである。ビットペ
ア（０１）がＴ１で現れるとき、ステップサイズは－Δ＋δである。ビットペア（１１）
がＴ２で現れるとき、ステップサイズは＋Δ＋２δである。最後に、ビットペア（００）
がＴ３で現れるとき、ステップサイズは－Δ－３δである。ＴＰＣ機構は、図１０Ｃ、図
１０Ｄ、および図１０Ｅにおいて以下で示されるように、特定のＴＰＣコマンドが起こる
時間からのみステップサイズを決定する必要はない。
【００８８】
　[0125]図１０Ｂを参照すると、表１０００－ａは、図１０Ａの表１０００に示す特定の
ＴＰＣコマンドシーケンス用のＴＰＣコマンド設定の別の例を示す。この例では、ＴＰＣ
機構は、Ｔ１でのビットペア（０１）の出現がＴＰＣコマンドシーケンス中でのビットペ
ア（０１）の第１の出現であると見なし得る。この観点から、表１０００による、ビット
ペア（０１）の第１の出現に対応するステップサイズは「変化なし」である。したがって
、この事例における特定のＴＰＣコマンドシーケンス用のステップサイズは、Ｔ０で－Δ
であり、Ｔ１で「変化なし」であり、Ｔ２で＋Δ＋２δであり、Ｔ３で－Δ－３δである
。
【００８９】
　[0126]図１０Ｃを参照すると、表１０００－ｂは、図１０Ａの表１０００－ａに示す特
定のＴＰＣコマンドシーケンス用のＴＰＣコマンド設定の別の例を示す。この例では、Ｔ
ＰＣ機構は、Ｔ２でのビットペア（１１）の出現がＴＰＣコマンドシーケンス中でのビッ
トペア（１１）の第１の出現であると見なし得る。この観点から、表１０００による、ビ
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ットペア（１１）の第１の出現に対応するステップサイズは＋Δである。したがって、こ
の事例における特定のＴＰＣコマンドシーケンス用のステップサイズは、Ｔ０で－Δであ
り、Ｔ１で「変化なし」であり、Ｔ２で＋Δであり、Ｔ３で－Δ－３δである。
【００９０】
　[0127]図１０Ｃを参照すると、表１０００－ｃは、図１０Ａの表１０００－ａに示す特
定のＴＰＣコマンドシーケンス用のＴＰＣコマンド設定のさらに別の例を示す。この例で
は、ＴＰＣ機構は、Ｔ０でのビットペア（００）の第１の出現があるので、Ｔ３でのビッ
トペア（００）の出現は、ＴＰＣコマンドシーケンス中でのビットペア（００）第２の出
現であると見なし得る。この観点から、表１０００による、ビットペア（００）の第２の
出現に対応するステップサイズは－Δ－δである。したがって、この事例における特定の
ＴＰＣコマンドシーケンス用のステップサイズは、Ｔ０で－Δであり、Ｔ１で「変化なし
」であり、Ｔ２で＋Δであり、Ｔ３で－Δ－δである。
【００９１】
　[0128]図１０Ｂ、図１０Ｃ、図１０Ｄ、および図１０Ｅを参照して記載した例は、網羅
的ではなく、同じＴＰＣコマンドシーケンスが、図１０Ａの表１０００に示されるＴＰＣ
コマンド設定がＴＰＣ機構において実装される様式に基づいて、ステップサイズの複数の
異なるシーケンスをもたらし得ることを示すために挙げられている。
【００９２】
　[0129]図１１Ａを参照すると、メジャーダウントレンド中の送信電力調節のための、図
１０Ａの表１０００中のＴＰＣコマンド設定の使用を示すチャート１１００が示されてい
る。チャート１１００において、ＴＰＣコマンドシーケンスに基づく、送信電力の一連の
変更を表すための単一の線１１０５が示されている。ＴＰＣコマンドシーケンスは、Ｔ０
とＴ３との間で送信電力を迅速に低減するための、Ｔ０、Ｔ１、Ｔ２、およびＴ３におい
てビットペア（００）で表される４つの連続するＴＰＣダウンコマンドを含む。
【００９３】
　[0130]図１１Ｂを参照すると、メジャーアップトレンド中の送信電力調節のための、図
１０Ａの表１０００中のＴＰＣコマンド設定の使用を示すチャート１１００－ａが示され
ている。チャート１１００－ａにおいて、ＴＰＣコマンドシーケンスに基づく、送信電力
の一連の変更を表すための、単一の線１１１５が示されている。ＴＰＣコマンドシーケン
スは、Ｔ０とＴ３との間で送信電力を迅速に増大するための、Ｔ０、Ｔ１、Ｔ２、および
Ｔ３においてビットペア（１１）で表される４つの連続するＴＰＣアップコマンドを含む
。
【００９４】
　[0131]
　[0132]図１１Ｃを参照すると、マイナーダウントレンド中の送信電力調節のための、図
１０Ａの表１０００中のＴＰＣコマンド設定の使用を示すチャート１１００－ｂが示され
ている。チャート１１００－ａにおいて、ＴＰＣコマンドシーケンスに基づく、送信電力
の一連の変更を表すための、単一の線１１２５が示されている。ＴＰＣコマンドシーケン
スは、Ｔ０とＴ３との間で送信電力を低減するための、Ｔ０、Ｔ１、Ｔ２、およびＴ３に
おいてビットペア（０１）で表される４つの連続するＴＰＣダウンコマンドを含む。送信
電力のこの低減は、図１１Ａを参照して上述したものよりもゆっくりと起こり得る。
【００９５】
　[0133]図１１Ｄを参照すると、マイナーアップトレンド中の送信電力調節のための、図
１０Ａの表１０００中のＴＰＣコマンド設定の使用を示すチャート１１００－ｃが示され
ている。チャート１１００－ｃにおいて、ＴＰＣコマンドシーケンスに基づく、送信電力
の一連の変更を表すための、単一の線１１３５が示されている。ＴＰＣコマンドシーケン
スは、Ｔ０とＴ３との間で送信電力を増大するための、Ｔ０、Ｔ１、Ｔ２、およびＴ３に
おいてビットペア（１０）で表される４つの連続するＴＰＣアップコマンドを含む。送信
電力のこの増大は、図１１Ｂを参照して上述したものよりもゆっくりと起こり得る。
【００９６】
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　[0134]チャート１１００、１１００－ａ、１１００－ｂ、および１１００－ｃは、表１
０００のＴＰＣコマンド設定が、送信電力制御中に、より速いおよび／または粒度の高い
アップトレンドキャッチアップおよびダウントレンドキャッチアップを提供するためのメ
ジャートレンドとマイナートレンドとを生じるのに使用され得ることを示す。表１０００
に示さないが、リセット技法は、メジャートレンドおよびマイナートレンドに対しても使
われ得る。たとえば、ＴＰＣコマンドが、設定された連続する回数だけ使用された後、Ｔ
ＰＣコマンドの次の出現は、ＴＰＣステップサイズが、Ｔ０で使われる値に、またはΔお
よびδの相対値に基づき得る別の値にリセットされる結果となり得る。さらに、上述した
チャートは概して、ステップ単位で連続するものとして提示されているが、本明細書に記
載するＴＰＣコマンド設定の使用は、区分的に線形である適応ステップサイズシーケンス
および／または部分的にステップ単位で連続するとともに部分的に区分的に線形であるス
テップサイズシーケンスの使用をもたらし得る。
【００９７】
　[0135]上述したように、低減拡散率は、追加ＴＰＣコマンドビットが利用可能になると
いう結果をもたらし得る。これらの追加ビットは、表１０００中で使われるＴＰＣコマン
ド中でビットペアを繰り返すのに使われ得る。図１２Ａは、表１０００のＴＰＣコマンド
が、それらのビットペアを、追加ＴＰＣコマンドのビットを使うことによって繰り返させ
る表１２００を示す。ＴＰＣコマンドのビットペアを繰り返すのは、ＴＰＣコマンドの検
出を向上するためのやり方であり得る。ＴＰＣコマンドビットは、通常は符号化されず、
それらを繰り返させることが、それらが正しく検出される見込みを増大させ得る。
【００９８】
　[0136]低減拡散率から入手可能な追加ＴＰＣコマンドビットは、ビットを繰り返すのに
使用される必要はないが、他のやり方でも適用され得る。たとえば、ＴＰＣコマンド中に
追加ビットを有することにより、メジャートレンドが正しく検出されるように、最上位ビ
ット（ＭＳＢ）がメジャートレンドを確立することを可能にし得る。最下位ビット（ＬＳ
Ｂ）は、マイナートレンドを確立するのに使用され得る。メジャートレンドの適正な検出
は、送信電力制御動作においてより重大であり得るので、メジャートレンドに使われるＭ
ＳＢの数は、マイナートレンドに使われるＬＳＢの数よりも大きくなり得る。図１２Ｂは
、表１０００のＴＰＣコマンドが、メジャートレンドを表す３つのＭＳＢおよびマイナー
トレンドを表す単一のＬＳＢをもつ４ビットＴＰＣコマンドにマッピングされている表１
２００－ａを示す。たとえば、ＭＳＢトリプル（０００）はメジャーダウントレンドに対
応し、ＭＳＢトリプル（１１１）はメジャーアップトレンドに対応する。一方、単一のＬ
ＳＢ（０）および単一のＬＳＢ（１）は、メジャーアップトレンドおよびメジャーダウン
トレンド内でのマイナートレンドに対応する。
【００９９】
　[0137]図１３を参照すると、図１１Ａのチャート１１００と実質的に同じであるチャー
ト１１００－ｂが示されている。チャート１１００中の線１１１５は、ＴＰＣコマンドの
各々が２ビットＴＰＣコマンドであるＴＰＣコマンドシーケンスから得られる。ただし、
チャート１１００－ｂにおいて、同じ送信電力変化をチャート１１００中の線１１１５と
して表す線１１１５－ｂは、ＴＰＣコマンドの各々が４ビットＴＰＣコマンドであるＴＰ
Ｃコマンドシーケンスから得られる。たとえば、表１２００に基づくＴＰＣコマンドシー
ケンス１は、チャート１１００の対応するＴＰＣコマンドの２ビットを繰り返すのに、追
加ＴＰＣコマンドビットを使用することができる。表１２００－ａに基づくＴＰＣコマン
ドシーケンス２は、チャート１１００の対応するＴＰＣコマンドのメジャートレンドとマ
イナートレンドとを表すように３つのＭＳＢと１つのＬＳＢとを構成するのに、追加ＴＰ
Ｃコマンドビットを使用することができる。追加ＴＰＣコマンドビットを使用すると、意
図された送信電力制御変化、または少なくともそのメジャートレンドが、正しく検出され
る見込みを向上することができる。
【０１００】
　[0138]次に図１４を参照すると、表１４００は、ＴＰＣコマンドビットが、異なるステ
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ップサイズをもついくつかのアップまたはダウンコマンドにマッピングされ、ユーザ機器
１１５と基地局１０５の両方がこれらのマッピングを知っているＴＰＣコマンド設定の例
を示す。表１４００によると、ビットペア（００）で表されるＴＰＣダウンコマンドは、
－２ΔのＴＰＣステップサイズにマッピングされ、ビットペア（０１）で表されるＴＰＣ
ダウンコマンドは、－ΔのＴＰＣステップサイズにマッピングされ、ビットペア（１０）
で表されるＴＰＣアップコマンドは、＋ΔのＴＰＣステップサイズにマッピングされ、ビ
ットペア（１１）で表されるＴＰＣアップコマンドは、＋２ΔのＴＰＣステップサイズに
マッピングされる。この場合、ＴＰＣコマンド履歴またはトレンドは、送信電力制御動作
に関与する必要はない。低減拡散率のおかげで追加ＴＰＣコマンドビットが入手可能であ
るとき、たとえば、より高いレベルのマッピング解像度および／またはより広いマッピン
グ範囲が達成され得る。
【０１０１】
　[0139]上述したように、ＴＰＣコマンドのトレンドに基づいてＴＰＣステップサイズが
動的に適応または調節され得る、本明細書に記載した様々な技法に加え、フレキシブル帯
域幅搬送システムにおける拡散率の低減から得られる追加ＴＰＣコマンドビットを利用す
る他の技法も、送信電力制御動作に使われ得る。
【０１０２】
　[0140]次に図１５Ａを参照すると、ブロック図は、各スロットが追加ＴＰＣコマンドビ
ットを有するフレーム４００－ｂを示す。フレーム４００－ｂは、図４Ｂのフレーム４０
０－ａの例であり得る。フレーム４００－ｂに関連付けられた拡散率（ＳＦ）スケーリン
グのおかげで、各スロット中のＴＰＣコマンドビットの数はＮ、すなわち帯域幅スケーリ
ング係数だけ増大される。この例では、Ｎ＝２であり、各スロット中のＴＰＣコマンドビ
ットの総数は４である。追加２ビットが、ＴＰＣコマンドを繰り返すのに使われるとき、
図１２Ａおよび図１３に示したように、ＴＰＣレートは、Ｎだけスケールダウンされたま
まである。一方、追加２ビットが、追加および独立ＴＰＣコマンドを伝えるのに使われる
場合、低減ＴＰＣレートは緩和され得る。
【０１０３】
　[0141]低減ＴＰＣレートフレームの各スロット用のマルチプルな独立ＴＰＣコマンドを
伝えることは、フレキシブル帯域幅搬送システム（たとえば、Ｆ－ＵＭＴＳ）についての
、サブスロット粒度でのマルチプルな干渉推定を行うことを伴う。これらの推定値は、各
サブスロットにおけるＳＩＲ目標と比較される信号対干渉（ＳＩＲ）推定値であり得る。
ＴＰＣコマンドビットの数がＮだけ増大されるので、次いで、Ｎ回の別個のＳＩＲ推定が
、各スロット用のＮ個の別個および独立ＴＰＣコマンドを生じるために行われ得る。フレ
ーム４００－ｂに対して、たとえば、各スロットは、２回の別個の推定が行われてよく、
各推定は、各スロット中の４つのＴＰＣコマンドビットのうちの２つにマッピングされる
独立ＴＰＣコマンドを生じる。この技法のために、スロット構成は、ＴＰＣコマンドビッ
トが間隔を空けられ、独立ＴＰＣコマンドを運ぶことを可能にするように適合される必要
があり得る。
【０１０４】
　[0142]次に図１５Ｂを参照すると、ブロック図は、各スロットが追加ＴＰＣコマンドビ
ットを有するフレーム４００－ｃを示す。フレーム４００－ｃは、図４Ｂのフレーム４０
０－ａの例であり得る。フレーム４００－ｃに関連付けられた拡散率スケーリングのおか
げで、各スロット中のＴＰＣコマンドビットの数はＮ、すなわち帯域幅スケーリング係数
だけ増大される。この例では、Ｎ＝２であり、各スロット中のＴＰＣコマンドビットの総
数は４である。マルチプルな独立ＴＰＣコマンドを追加ＴＰＣコマンドビットによって生
じさせるのではなく、マルチプルな干渉推定値（たとえば、ＳＩＲ推定値）基づく単一の
４ビットＴＰＣコマンドが使われ得る。これらのマルチプルな干渉推定値は、サブスロッ
ト粒度で、目標推定値と比較される。４ビットＴＰＣコマンドは、より詳細な送信電力制
御情報を提供するのに使われ得る。
【０１０５】
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　[0143]図１５Ｂを参照して記載したＴＰＣ技法は、上述したように、トレンディングに
基づくＴＰＣステップサイズキャッチアップを使用することができ、ＴＰＣステップサイ
ズはＴＰＣビットパターン中で符号化され、ユーザ機器１１５と基地局１０５またはネッ
トワークの両方によって合意されている。マルチプルな独立ＴＰＣコマンドを同じスロッ
ト中で使用するのとは異なり、この技法は、スロット形式に対する変更を伴う必要はない
。さらに、ユーザ機器１１５および基地局１０５またはネットワークは、同じ技法を使う
とき、ＴＰＣビットパターンに基づいてＴＰＣステップサイズを調節することが可能であ
り得る。
【０１０６】
　[0144]たとえば、帯域幅スケーリング係数の使用から得られる拡散率の変化から、フレ
ーム中のタイムスロット用のより多くのＴＰＣコマンドビットを取得することの代替とし
て、または追加として、ＴＰＣコマンドビットの他のソースが識別され得る。たとえば、
１つまたは複数の追加コードが、フレーム中のタイムスロット内でより多くのＴＰＣコマ
ンドビットを与えるために使用され得る。
【０１０７】
　[0145]図１６は、様々な実施形態による通信システム１６００のブロック図を示す。こ
のシステム１３００は、図１に示されるシステム１００、図２Ａおよび図２Ｂのシステム
２００－ａおよび２００－ｂ、図３のシステム３００ならびに／あるいは図１８のシステ
ム１８００の態様の一例であり得る。基地局１０５－ｄは、送信電力制御のために構成さ
れ得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５－ｄは、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、
および／または図１８の基地局１０５、ならびに／あるいは図５Ａ～図５Ｄのデバイス５
００、５００－ａ、５００－ｂ、および５００－ｃであり得る。基地局１０５－ｄは、ア
ンテナ１６４５と、トランシーバモジュール１６５０と、メモリ１６７０と、プロセッサ
モジュール１６６５とを含むことができ、その各々は、（たとえば、１つまたは複数のバ
スを介して）互いに直接または間接的に通信していることがある。トランシーバモジュー
ル１６５０は、アンテナ１６４５を介して、マルチモードユーザ機器であり得るユーザ機
器１１５－ｅと双方向に通信するように構成され得る。トランシーバモジュール１６５０
（および／または基地局１０５－ｄの他の構成要素）はまた、１つまたは複数のネットワ
ークと双方向に通信するように構成され得る。場合によっては、基地局１０５－ｄは、ネ
ットワーク通信モジュール１６７５を通してネットワーク１３０－ａおよび／またはコン
トローラ１２０－ａと通信し得る。基地局１０５－ｄは、ｅノードＢ基地局、ホームｅノ
ードＢ基地局、ノードＢ基地局、および／またはホームノードＢ基地局の一例であり得る
。コントローラ１２０－ａは、基地局１０５－ｄに、場合によっては、たとえばｅノード
Ｂ基地局と統合され得る。
【０１０８】
　[0146]基地局１０５－ｄは、基地局１０５－ｍおよび基地局１０５－ｎなど、他の基地
局１０５と通信することもできる。基地局１０５の各々は、異なる無線アクセス技術など
、異なるワイヤレス通信技術を使って、ユーザ機器１１５－ｅと通信することができる。
場合によっては、基地局１０５－ｄは、基地局通信モジュール１６１５を使用して、１０
５－ｍおよび／または１０５－ｎなど、他の基地局と通信することができる。いくつかの
実施形態では、基地局通信モジュール１６１５は、基地局１０５のいくつかの間の通信を
行うために、ＬＴＥワイヤレス通信技術内のＸ２インターフェースを与え得る。いくつか
の実施形態では、基地局１０５－ｄは、コントローラ１２０－ａおよび／またはネットワ
ーク１３０－ａを通して、他の基地局と通信することができる。
【０１０９】
　[0147]メモリ１６７０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）とを含み得る。メモリ１６７０は、実行されるとプロセッサモジュール１６６５に
本明細書で説明する様々な機能（たとえば、呼処理、データベース管理、メッセージルー
ティングなど）を実施させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コン
ピュータ実行可能ソフトウェアコード１６７１も記憶し得る。代替的に、ソフトウェアコ
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ード１６７１は、プロセッサモジュール１６６５によって直接的に実行可能でないことが
あるが、たとえば、コンパイルされ実行されると、コンピュータに本明細書で説明する機
能を実施させるように構成され得る。
【０１１０】
　[0148]プロセッサモジュール１６６５は、たとえば、Ｉｎｔｅｌ（登録商標）Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎまたはＡＭＤ（登録商標）製のものなどの中央演算処理装置（ＣＰＵ）、
マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）などのインテリジェントハー
ドウェアデバイスを含み得る。プロセッサモジュール１６６５は、マイクロフォンを介し
てオーディオを受信し、そのオーディオを、受信したオーディオを表す（たとえば、長さ
２０ｍｓの）パケットに変換し、そのオーディオパケットをトランシーバモジュール１６
５０に供給し、ユーザが話しているかどうかの指示を与えるように構成された音声エンコ
ーダ（図示せず）を含み得る。代替的に、エンコーダはパケットのみをトランシーバモジ
ュール１６５０に供給し、パケット自体の供給または抑制／抑圧が、ユーザが話している
かどうかの指示を与え得る。
【０１１１】
　[0149]トランシーバモジュール１６５０は、パケットを変調し、変調されたパケットを
送信のためにアンテナ１６４５に供給し、アンテナ１６４５から受信されたパケットを復
調するように構成されたモデムを含み得る。基地局１０５－ｄのいくつかの例は単一のア
ンテナ１６４５を含み得るが、基地局１０５－ｅは、好ましくは、キャリアアグリゲーシ
ョンをサポートし得るマルチプルなリンクのためのマルチプルなアンテナ１６４５を含む
。たとえば、ユーザ機器１１５－ｅとのマクロ通信をサポートするために１つまたは複数
のリンクが使用され得る。
【０１１２】
　[0150]図１６のアーキテクチャによると、基地局１０５－ｄは通信管理モジュール１６
３０をさらに含み得る。通信管理モジュール１６３０は、他の基地局１０５との通信を管
理し得る。例として、通信管理モジュール１６３０は、バスを介して基地局１０５－ｄの
他の構成要素の一部またはすべてと通信している基地局１０５－ｄの構成要素であり得る
。代替的に、通信管理モジュール１６３０の機能は、トランシーバモジュール１６５０の
構成要素として、コンピュータプログラム製品として、および／またはプロセッサモジュ
ール１６６５の１つもしくは複数のコントローラ要素として実装され得る。
【０１１３】
　[0151]基地局１０５－ｄのための構成要素は、図５Ａ～図５Ｄのデバイス５００、５０
０－ａ、５００－ｂおよび５００－ｃに関して上記で説明した態様を実装するように構成
され得、これらの態様は簡潔のためにここで繰り返さないことがある。たとえば、ＴＰＣ
モジュール５１５－ｄは、図５Ａ～図５ＤのＴＰＣモジュール５１５、５１５－ａ、５１
５－ｂおよび５１５－ｃの例であり得る。
【０１１４】
　[0152]基地局１０５－ｄは、スペクトル識別モジュール１６２０も含み得る。スペクト
ル識別モジュール１６２０は、フレキシブル波形にとって利用可能なスペクトルを識別す
るのに使用することができる。いくつかの実施形態では、ハンドオーバモジュール１６２
５が、ある基地局１０５から別の基地局へのユーザ機器１１５－ｅのハンドオーバ手順を
実施するのに使用され得る。たとえば、ハンドオーバモジュール１６２５は、ある基地局
１０５－ｄから別の基地局へのユーザ機器１１５－ｅのハンドオーバ手順を実施すること
ができ、ここで、ユーザ機器１１５－ｅと基地局のうち１つとの間では通常波形が使用さ
れ、ユーザ機器と別の基地局との間ではフレキシブル波形が使用される。スケーリングモ
ジュール１６１０は、フレキシブル波形を生成するようにチップレートをスケーリングし
、および／または変えるのに使用することができる。
【０１１５】
　[0153]いくつかの実施形態では、アンテナ１６４５と連結されたトランシーバモジュー
ル１６５０は、基地局１０５－ｄの他の可能構成要素とともに、フレキシブル波形および
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／または帯域幅スケーリング係数などの情報を、ユーザ機器１１５－ｅに、他の基地局１
０５－ｍ／１０５－ｎ、またはコアネットワーク１３０－ａに、これらのデバイスまたは
システムがフレキシブル波形を使用することができるように送信することができる。いく
つかの実施形態では、アンテナ１６４５と連結された送受信機モジュール１６５０は、基
地局１０５－ｄの他の可能構成要素とともに、フレキシブル波形および／または帯域幅ス
ケーリング係数などの情報を、ユーザ機器１１５－ｅに、他の基地局１０５－ｍ／１０５
－ｎ、またはコアネットワーク１３０－ａに、これらのデバイスまたはシステムがフレキ
シブル波形を使用することができるように送信することができる。さらに、いくつかの実
施形態では、アンテナ１６４５と併せて、基地局１０５－ｄの他の可能な構成要素ととも
に、トランシーバモジュール１６５０は、送信電力制御動作を実施するための１つまたは
複数のＴＰＣコマンドなどの情報を送信および／または受信することができる。
【０１１６】
　[0154]図１７は、様々な実施形態による送信電力制御用に構成されたユーザ機器１１５
－ｆのブロック図１７００である。ユーザ機器１１５－ｆは、パーソナルコンピュータ（
たとえば、ラップトップコンピュータ、ネットブックコンピュータ、タブレットコンピュ
ータなど）、セルラー電話、ＰＤＡ、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、インターネッ
トアプライアンス、ゲームコンソール、電子リーダーなど、様々な構成のいずれかを有し
得る。ユーザ機器１１５－ｆは、モバイル動作を可能にするために、小型バッテリーなど
の内部電源（図示せず）を有し得る。ユーザ機器１１５－ｆは、図１、図２Ａ、図２Ｂ、
図３、および／または図１８のユーザ機器１１５、ならびに／あるいは図５Ａ～図５Ｄの
デバイス５００、５００－ａ、５００－ｂおよび５００－ｃであり得る。ユーザ機器１１
５－ｆはマルチモードユーザ機器であり得る。ユーザ機器１１５－ｆは、場合によっては
ワイヤレス通信デバイスまたはユーザ機器と呼ばれ得る。
【０１１７】
　[0155]ユーザ機器１１５－ｆは、アンテナ１７４０と、トランシーバモジュール１７５
０と、メモリ１７８０と、プロセッサモジュール１７７０とを含み得、その各々は、（た
とえば、１つまたは複数のバスを介して）互いに直接または間接的に通信していることが
ある。トランシーバモジュール１７５０は、上記で説明したように、アンテナ１７４０お
よび／または１つもしくは複数のワイヤードもしくはワイヤレスリンクを介して、１つま
たは複数のネットワークと双方向に通信するように構成され得る。たとえば、トランシー
バモジュール１７５０は、図１、図２Ａおよび図２Ｂ、図３、ならびに／あるいは図１８
の基地局１０５と双方向に通信するように構成され得る。トランシーバモジュール１７５
０は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のためにアンテナ１７４０に供給し
、アンテナ１７４０から受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得
る。ユーザ機器１１５－ｆは単一のアンテナを含み得るが、ユーザ機器１１５－ｆは通常
、マルチプルなリンクのためのマルチプルなアンテナ１７４０を含む。
【０１１８】
　[0156]メモリ１７８０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）とを含み得る。メモリ１７８０は、実行されるとプロセッサモジュール１７７０に
本明細書で説明する様々な機能（たとえば、呼処理、データベース管理、メッセージルー
ティングなど）を実施させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コン
ピュータ実行可能ソフトウェアコード１７９５を記憶し得る。代替的に、ソフトウェアコ
ード１７９５は、プロセッサモジュール１７７０によって直接的に実行可能でないことが
あるが、（たとえば、コンパイルされ実行されると）コンピュータに本明細書で説明する
機能を実施させるように構成され得る。
【０１１９】
　[0157]プロセッサモジュール１７７０は、たとえば、Ｉｎｔｅｌ（登録商標）Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎまたはＡＭＤ（登録商標）製のものなどの中央演算処理装置（ＣＰＵ）、
マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）などのインテリジェントハー
ドウェアデバイスを含み得る。プロセッサモジュール１７７０は、マイクロフォンを介し
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てオーディオを受信し、そのオーディオを、受信したオーディオを表す（たとえば、長さ
３０ｍｓの）パケットに変換し、そのオーディオパケットをトランシーバモジュール１７
５０に供給し、ユーザが話しているかどうかの指示を与えるように構成された音声エンコ
ーダ（図示せず）を含み得る。代替的に、エンコーダはパケットのみをトランシーバモジ
ュール１７５０に供給し、パケット自体の供給または抑制／抑圧が、ユーザが話している
かどうかの指示を与え得る。
【０１２０】
　[0158]図１７のアーキテクチャによれば、ユーザ機器１１５－ｆは通信管理モジュール
１７６０をさらに含み得る。通信管理モジュール１７６０は、他のユーザ機器１１５との
通信を管理し得る。例として、通信管理モジュール１７６０は、バスを介してユーザ機器
１１５－ｆの他の構成要素の一部またはすべてと通信しているユーザ機器１１５－ｆの構
成要素であり得る。代替的に、通信管理モジュール１７６０の機能性は、トランシーバモ
ジュール１７５０の構成要素として、コンピュータプログラム製品として、および／また
はプロセッサモジュール１７７０の１つもしくは複数のコントローラ要素として実装され
得る。
【０１２１】
　[0159]ユーザ機器１１５－ｆのための構成要素は、図５Ａ～図５Ｄのデバイス５００、
５００－ａ、５００－ｂおよび５００－ｃに関して上記で説明した態様を実装するように
構成され得、これらの態様は簡潔のためにここで繰り返さないことがある。ＴＰＣモジュ
ール５１５－ｅは、図５Ａ～図５ＤのＴＰＣモジュール５００、５００－ａ、５００－ｂ
および５００－ｃの例であり得る。
【０１２２】
　[0160]ユーザ機器１１５－ｆは、スペクトル識別モジュール１７１５も含み得る。スペ
クトル識別モジュール１７１５は、フレキシブル波形にとって利用可能なスペクトルを識
別するのに使用することができる。いくつかの実施形態では、ハンドオーバモジュール１
７２５が、ある基地局から別の基地局へのユーザ機器１１５－ｆのハンドオーバ手順を実
施するのに使用され得る。たとえば、ハンドオーバモジュール１７２５は、ある基地局か
ら別の基地局へのユーザ機器１１５－ｆのハンドオーバ手順を実施することができ、ここ
で、ユーザ機器１１５－ｆと基地局のうち１つとの間では通常波形が使用され、ユーザ機
器と別の基地局との間ではフレキシブル波形が使用される。スケーリングモジュール１７
１０は、フレキシブル波形を生成するようにチップレートをスケーリングし、および／ま
たは変えるのに使用することができる。周波数間サーチモジュール１７７０は、ハンドオ
ーバ動作のための異なる周波数をサーチするのに使用され得る。
【０１２３】
　[0161]いくつかの実施形態では、アンテナ１７４０と連結されたトランシーバモジュー
ル１７５０は、ユーザ機器１１５－ｆの他の可能構成要素とともに、フレキシブル波形お
よび／または帯域幅スケーリング係数に関する情報を、ユーザ機器１１５－ｆから基地局
またはコアネットワークに送信することができる。いくつかの実施形態では、アンテナ１
７４０と連結されたトランシーバモジュール１７５０は、ユーザ機器１１５－ｆの他の可
能構成要素とともに、基地局またはコアネットワークに、これらのデバイスまたはシステ
ムがフレキシブル波形を使用することができるように、フレキシブル波形および／または
帯域幅スケーリング係数などの情報を送信することができる。さらに、いくつかの実施形
態では、アンテナ１７４０と併せて、ユーザ機器１１５－ｆの他の可能な構成要素ととも
に、トランシーバモジュール１７５０は、送信電力制御動作を実施するためのＴＰＣコマ
ンド報を送信および／または受信することができる。
【０１２４】
　[0162]図１８は、様々な実施形態による、基地局１０５－ｅとユーザ機器１１５－ｇと
を含むシステム１８００のブロック図である。このシステム１８００は、図１のシステム
１００、図２Ａおよび図２Ｂのシステム２００－ａおよび２００－ｂ、ならびに／あるい
は図３のシステム３００の一例であり得る。基地局１０５－ｅはアンテナ１８３４－ａ～
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１８３４－ｘを装備することができ、ユーザ機器１１５－ｇはアンテナ１８５２－ａ～１
８５２－ｎを装備することができる。基地局１０５－ｅにおいて、送信機プロセッサ１８
２０がデータソースからデータを受信し得る。
【０１２５】
　[0163]送信機プロセッサ１８２０はデータを処理することができる。送信機プロセッサ
１８２０はまた、基準シンボルとセル固有基準信号とを生成し得る。送信（ＴＸ）ＭＩＭ
Ｏプロセッサ１８３０が、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、および／ま
たは基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実施し得、出力シ
ンボルストリームを送信変調器１８３２－ａ～１８３２－ｘに与え得る。各変調器１８３
２は、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理し
て、出力サンプルストリームを取得し得る。各変調器１８３２はさらに、出力サンプルス
トリームを処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコン
バート）して、ダウンリンク信号を取得し得る。一例では、変調器１８３２－ａ～１８３
２－ｘからのＤＬ信号は、それぞれアンテナ１８３４－ａ～１８３４－ｘを介して送信さ
れ得る。送信機プロセッサ１８２０は、プロセッサ１８４０から情報を受信し得る。プロ
セッサ１８４０は、チップレートを変え、および／または帯域幅スケーリング係数を使用
することにより、フレキシブル波形を生成するように構成されてよく、この生成は、場合
によっては動的に行われ得る。プロセッサ１８４０は、異なる整列および／またはオフセ
ット手順も可能にし得る。プロセッサ１８４０は、スケーリングおよび／またはチップレ
ート情報を使用して、他のサブシステムにおいて測定を実施し、他のサブシステムへのハ
ンドオフを実施し、再選択を実施することなどができる。プロセッサ１８４０は、パラメ
ータスケーリングを通したフレキシブル帯域幅の使用に関連付けられたタイムストレッチ
の効果を反転させることができる。いくつかの実施形態では、プロセッサ１８４０は、汎
用プロセッサ、送信機プロセッサ１８２０、および／または受信機プロセッサ１８３８の
一部として実装され得る。プロセッサ１８４０はメモリ１８４２と結合され得る。
【０１２６】
　[0164]いくつかの実施形態では、プロセッサ１８４０および／またはＴｘプロセッサ１
８２０は、送信電力制御動作のために、ユーザ機器１１５－ｇにＴＰＣコマンドを送信す
るように構成される。いくつかの実施形態では、プロセッサ１８４０は、スロットについ
てのマルチプルな干渉推定値に基づく送信電力制御動作のため、トレンドに基づいてＴＰ
Ｃステップサイズを動的に適応させることに基づく送信電力制御動作のため、および／ま
たは送信電力制御に関連した様々なメトリックを決定し使用するために構成される。いく
つかの実施形態では、プロセッサ１８４０および／またはＲｘプロセッサ１８３８は、送
信電力制御動作のために、ユーザ機器１１５ｇからＴＰＣコマンドを受信するように構成
される。
【０１２７】
　[0165]ユーザ機器１１５－ｇにおいて、ユーザ機器アンテナ１８５２－ａ～１８５２－
ｎは、基地局１０５－ｅからＤＬ信号を受信し、受信した信号をそれぞれ復調器１８５４
－ａ～１８５４－ｎに与え得る。各復調器１８５４は、それぞれの受信信号を調整（たと
えば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプル
を取得し得る。各復調器１８５４は、さらに、（たとえば、ＯＦＤＭなどの）入力サンプ
ルを処理して、受信シンボルを得ることができる。ＭＩＭＯ検出器１８５６は、すべての
復調器１８５４－ａ～１８５４－ｎから受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シ
ンボルに対してＭＩＭＯ検出を実施し、検出シンボルを与え得る。受信プロセッサ１８５
８が、検出シンボルを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）し、ユー
ザ機器１１５－ｇの復号されたデータをデータ出力に与え、復号された制御情報をプロセ
ッサ１８８０、またはメモリ１８８２に与え得る。
【０１２８】
　[0166]アップリンク（ＵＬ）上で、ユーザ機器１１５－ｇにおいて、送信機プロセッサ
１８６４がデータソースからデータを受信し、処理し得る。送信機プロセッサ１８６４は
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また、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信機プロセッサ１８６４からのシ
ンボルは、送信ＭＩＭＯプロセッサ１８６６によってプリコードされ、当てはまる場合は
、復調器１８５４－ａ～１８５４－ｎによって（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭＡなど用に）さ
らに処理され、基地局１０５－ｅから受信された送信パラメータに従って基地局１０５－
ｅに送信され得る。送信機プロセッサ１８６４は、チップレートを変え、および／または
帯域幅スケーリング係数を使用することにより、フレキシブル波形を生成するように構成
されてもよく、この生成は、場合によっては動的に行われ得る。送信機プロセッサ１８６
４は、プロセッサ１８８０から情報を受信し得る。プロセッサ１８８０は、異なる整列お
よび／またはオフセット手順を可能にし得る。プロセッサ１８８０は、スケーリングおよ
び／またはチップレート情報を使用して、他のサブシステムにおいて測定を実施し、他の
サブシステムへのハンドオフを実施し、再選択を実施することなどができる。プロセッサ
１８８０は、パラメータスケーリングを通したフレキシブル帯域幅の使用に関連付けられ
たタイムストレッチの効果を反転させることができる。基地局１０５－ｅにおいて、ユー
ザ機器１１５－ｇからのＵＬ信号は、アンテナ１８３４によって受信され、復調器１８３
２によって処理され、適用可能な場合はＭＩＭＯ検出器１８３６によって検出され、さら
に受信プロセッサによって処理され得る。受信プロセッサ１８３８は、復号されたデータ
をデータ出力とプロセッサ１８８０とに与え得る。いくつかの実施形態では、プロセッサ
１８８０は、汎用プロセッサ、送信機プロセッサ１８６４、および／または受信機プロセ
ッサ１８５８の一部として実装され得る。
【０１２９】
　[0167]いくつかの実施形態では、プロセッサ１８８０および／またはＲｘプロセッサ１
８５８は、送信電力制御動作のために、基地局１０５－ｅからＴＰＣコマンドを受信する
ように構成される。いくつかの実施形態では、プロセッサ１８８０は、スロットについて
のマルチプルな干渉推定値に基づく送信電力制御動作のため、トレンドに基づいてＴＰＣ
ステップサイズを動的に適応させることに基づく送信電力制御動作のため、および／また
は送信電力制御に関連した様々なメトリックを決定し使用するために構成される。いくつ
かの実施形態では、プロセッサ１８８０および／またはＴｘプロセッサ１８６４は、送信
電力制御動作のために、基地局１０５－ｅにＴＰＣコマンドを送信するように構成される
。
【０１３０】
　[0168]図１９Ａを参照すると、様々な実施形態による送信電力制御のための方法１９０
０の流れ図が示されている。方法１９００は、図１、図２Ａおよび図２Ｂ、図３、図１６
、および／または図１８に示す基地局１０５、図１、図２Ａおよび図２Ｂ、図３、図１７
、および／または図１８に示すユーザ機器１１５、図５Ａに示すデバイス５００、図５Ｂ
に示すデバイス５００－ａ、ならびに／あるいは図５Ｄに示すデバイス５００－ｃを含む
が、それらに限定されない様々なワイヤレス通信デバイスを使用して実装され得る。いく
つかの実施形態では、方法１９００は、図１に見られるコアネットワーク１３０および／
またはコントローラ１２０、ならびに／あるいは図１６に見られるコアネットワーク１３
０－ａおよび／またはコントローラ１２０－ａを含むが、それに限定されない様々なワイ
ヤレス通信デバイスを使用して実装することができる。
【０１３１】
　[0169]ブロック１９０５で、２つ以上のＴＰＣコマンドに関して、少なくとも１つのト
レンドが識別され得る。少なくとも１つのトレンドを識別することは、同じＴＰＣコマン
ドが連続して２回以上使用されていることを識別することを含み得る。少なくとも１つの
トレンドを識別することは、メジャートレンドを識別することと、マイナートレンドを識
別することとを含み得る。ブロック１９１０で、ＴＰＣステップサイズが、識別された少
なくとも１つのトレンドに基づいて適応され得る。メジャートレンドおよびマイナートレ
ンドが識別されると、ＴＰＣステップサイズは、少なくとも識別されたメジャートレンド
または識別されたマイナートレンドに基づいて適応され得る。識別されたメジャートレン
ドはＴＰＣステップサイズの第１の成分を示すことができ、識別されたマイナートレンド



(35) JP 6352310 B2 2018.7.4

10

20

30

40

50

は、第１の成分よりも小さいＴＰＣステップサイズ成分の第２の成分を示すことができる
。
【０１３２】
　[0170]方法１９００のいくつかの実施形態では、低減ＴＰＣレートが識別され、識別さ
れた低減ＴＰＣレートは、適応されたＴＰＣステップサイズにより補償される。低減ＴＰ
Ｃレートは、フレキシブル帯域幅搬送システム用の帯域幅スケーリング係数でスケーリン
グされた、通常帯域幅搬送システム用の通常ＴＰＣレートを含み得る。
【０１３３】
　[0171]方法１９００のいくつかの実施形態では、低減拡散率が識別され、ここで低減拡
散率は、フレキシブル帯域幅搬送システム用の帯域幅スケーリング係数でスケーリングさ
れた、通常帯域幅搬送システム用の通常拡散率を含む。ＴＰＣステップサイズは、低減拡
散率から得られる追加ＴＰＣコマンドビットを用いて適応され得る。追加ＴＰＣコマンド
ビットは、最上位ビットのうちの１つまたは複数がメジャートレンドを表し、最下位ビッ
トのうちの１つまたは複数がマイナートレンドを表す、ＴＰＣコマンドをもたらし得る。
いくつかの実施形態では、ＴＰＣコマンドビットのソースが識別され、ＴＰＣステップサ
イズは、ＴＰＣコマンドビットの識別されたソースから得られる追加ＴＰＣコマンドビッ
トを用いて適応される。ＴＰＣコマンドビットの別のソースの例は、追加コードを使用す
るものである。
【０１３４】
　[0172]方法１９００のいくつかの実施形態では、現在のメトリックが、識別された少な
くとも１つのトレンドに基づいてＴＰＣステップサイズを適応させることをサポートする
現在のＴＰＣ機構に関して決定され、現在のメトリックは、参照ＴＰＣ機構に関する参照
メトリックと比較され、ＴＰＣ動作は、比較に基づいて適応される。ＴＰＣ動作を適応さ
せることは、ＴＰＣ動作を実施するために、現在のＴＰＣ機構および参照ＴＰＣ機構のう
ちの１つを選択することを含み得る。現在のメトリックおよび参照メトリックは、ライズ
・オーバー・ノーマル技法に基づき得る。現在のメトリックは、現在のＴＰＣ機構に関し
て理想電力を決定すること、現在のＴＰＣ機構に関して受信電力を決定すること、および
受信電力と理想電力との間の差分の時間平均に基づいて現在のメトリックを算出すること
によって取得され得る。ライズ・オーバー・ノーマルは、異なるＴＰＣ機構または異なる
ステップサイズがＵＭＴＳまたはＦ－ＵＭＴＳに適用されるときの、典型的または予想メ
トリックの増大を表し得る。
【０１３５】
　[0173]図１９Ｂを参照すると、様々な実施形態による送信電力制御のための方法１９０
０－ａの流れ図が示されている。方法１９００－ａは、上の方法１９００のように、図１
、図２Ａおよび図２Ｂ、図３、図１６、および／または図１８に示す基地局１０５、図１
、図２Ａおよび図２Ｂ、図３、図１７、および／または図１８に示すユーザ機器１１５、
図５Ａに示すデバイス５００、図５Ｂに示すデバイス５００－ａ、ならびに／あるいは図
５Ｄに示すデバイス５００－ｃを含むが、それらに限定されない様々なワイヤレス通信デ
バイスを使用して実装され得る。方法１９００－ａは、図１９Ａの方法１９００の１つま
たは複数の態様を含み得る。
【０１３６】
　[0174]ブロック１９０５－ａで、２つ以上のＴＰＣコマンドに関してメジャートレンド
が識別され得る。ブロック１９０５－ｂで、２つ以上のＴＰＣコマンドに関してマイナー
トレンドが識別され得る。ブロック１９１０－ａで、ＴＰＣステップサイズが、少なくと
も識別されたメジャートレンドまたは識別されたマイナートレンドに基づいて適応され得
る。メジャートレンドおよびマイナートレンドの様々な側面ならびにそれらのトレンドに
従ったＴＰＣステップサイズの適応は、たとえば、図１０～図１３に示されている。
【０１３７】
　[0175]図１９Ｃを参照すると、様々な実施形態による送信電力制御のための方法１９０
０－ｂの流れ図が示されている。方法１９００－ｂは、上の方法１９００のように、図１
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、図２Ａおよび図２Ｂ、図３、図１６、および／または図１８に示す基地局１０５、図１
、図２Ａおよび図２Ｂ、図３、図１７、および／または図１８に示すユーザ機器１１５、
図５Ａに示すデバイス５００、図５Ｂに示すデバイス５００－ａ、ならびに／あるいは図
５Ｄに示すデバイス５００－ｃを含むが、それらに限定されない様々なワイヤレス通信デ
バイスを使用して実装され得る。方法１９００－ｂは、図１９Ａの方法１９００の１つま
たは複数の態様を含み得る。
【０１３８】
　[0176]ブロック１９０５－ｃで、２つ以上のＴＰＣコマンドに関して、少なくとも１つ
のトレンドが識別され得る。少なくとも１つのトレンドを識別することは、同じＴＰＣコ
マンドが連続して２回以上使用されていることを識別することを含み得る。少なくとも１
つのトレンドを識別することは、メジャートレンドを識別することと、マイナートレンド
を識別することとを含み得る。ブロック１９０７で、低減拡散率が識別されてよく、ここ
において、低減拡散率は、フレキシブル帯域幅搬送システム用の帯域幅スケーリング係数
でスケーリングされた、通常帯域幅搬送システム用の通常拡散率を含む。ブロック１９１
０－ｂで、ＴＰＣステップサイズが、識別された少なくとも１つのトレンドに、および低
減拡散率から得られる追加ＴＰＣコマンドビットに基づいて適応され得る。追加ＴＰＣコ
マンドビットは、最上位ビットのうちの１つまたは複数がメジャートレンドを表し、最下
位ビットのうちの１つまたは複数がマイナートレンドを表す、ＴＰＣコマンドをもたらし
得る。
【０１３９】
　[0177]図２０Ａを参照すると、様々な実施形態による送信電力制御のための方法２００
０の流れ図が示されている。方法２０００は、図１、図２Ａおよび図２Ｂ、図３、図１６
、および／または図１８に示す基地局１０５、図１、図２Ａおよび図２Ｂ、図３、図１７
、および／または図１８に示すユーザ機器１１５、図５Ａに示すデバイス５００、図５Ｃ
に示すデバイス５００－ｂ、ならびに／あるいは図５Ｄに示すデバイス５００－ｃを含む
が、それらに限定されない様々なワイヤレス通信デバイスを使用して実装され得る。いく
つかの実施形態では、方法２０００は、図１に見られるコアネットワーク１３０および／
またはコントローラ１２０、ならびに／あるいは図１６に見られるコアネットワーク１３
０－ａおよび／またはコントローラ１２０－ａを含むが、それに限定されない様々なワイ
ヤレス通信デバイスを使用して実装することができる。
【０１４０】
　[0178]ブロック２００５で、複数の干渉推定値がスロットについて決定され得る。干渉
推定値は、少なくとも１つのＳＩＲ推定値を含み得る。ブロック２０１０で、複数の干渉
推定値は、スロットに対する１つまたは複数のＴＰＣ調節を行うのに使用され得る。干渉
推定値を使用することは、スロット向けのマルチプルな独立ＴＰＣコマンドを送信するこ
とを含むことができ、ここで、独立ＴＰＣコマンドの各々は、スロットについての複数の
干渉推定値のうちの１つまたは複数に基づく。干渉推定値を使用することは、送信電力を
複数回調節することを含んでよく、ここで、各調節は、スロットについての複数の干渉推
定値のうちの１つに基づく独立ＴＰＣコマンドに対応する。干渉推定値を使用することは
、スロットについての複数の干渉推定値に基づいてＴＰＣステップサイズを調節すること
を含み得る。
【０１４１】
　[0179]方法２０００のいくつかの実施形態では、低減ＴＰＣレートが識別され、識別さ
れた低減ＴＰＣレートは、１つまたは複数のＴＰＣ調節を行うのに使用される。低減ＴＰ
Ｃレートは、フレキシブル帯域幅搬送システム用の帯域幅スケーリング係数でスケーリン
グされた、通常帯域幅搬送システム用の通常ＴＰＣレートを含み得る。
【０１４２】
　[0180]方法２０００のいくつかの実施形態では、拡散率が、フレキシブル帯域幅搬送シ
ステム用の帯域幅スケーリング係数だけ低減され、拡散率の低減は、スロットに対する、
増加したＴＰＣコマンドビット数をもたらす。スロット用の２つ以上のＴＰＣコマンドは
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、増大したＴＰＣコマンドビット数に、およびスロットについての複数の干渉推定値に基
づいて伝えられ得る。いくつかの実施形態では、スロットについての増大したＴＰＣコマ
ンドビット数をもたらす追加コードが識別される。
【０１４３】
　[0181]方法２０００のいくつかの実施形態では、現在のメトリックが、スロットに対す
る１つまたは複数のＴＰＣ調節を行うのに、複数の干渉推定値を使用することをサポート
する現在のＴＰＣ機構に関して決定され、現在のメトリックは次いで、参照ＴＰＣ機構に
関する参照メトリックと比較され、ＴＰＣ動作が、比較に基づいて適応される。ＴＰＣ動
作を適応させることは、ＴＰＣ動作を実施するために、現在のＴＰＣ機構および参照ＴＰ
Ｃ機構のうちの１つを選択することを含み得る。現在のメトリックおよび参照メトリック
は、ライズ・オーバー・ノーマル技法に基づき得る。現在のメトリックは、現在のＴＰＣ
機構に関して理想電力を決定すること、現在のＴＰＣ機構に関して受信電力を決定するこ
と、および受信電力と理想電力との間の差分の時間平均に基づいて現在のメトリックを算
出することによって取得され得る。ライズ・オーバー・ノーマルは、異なるＴＰＣ機構ま
たは異なるステップサイズがＵＭＴＳまたはＦ－ＵＭＴＳに適用されるときの、典型的ま
たは予想メトリックの増大を表し得る。
【０１４４】
　[0182]図２０Ｂを参照すると、様々な実施形態による送信電力制御のための方法２００
０－ａの流れ図が示されている。方法２０００－ａは、上の方法２０００のように、図１
、図２Ａおよび図２Ｂ、図３、図１６、および／または図１８に示す基地局１０５、図１
、図２Ａおよび図２Ｂ、図３、図１７、および／または図１８に示すユーザ機器１１５、
図５Ａに示すデバイス５００、図５Ｃに示すデバイス５００－ｂ、ならびに／あるいは図
５Ｄに示すデバイス５００－ｃを含むが、それらに限定されない様々なワイヤレス通信デ
バイスを使用して実装され得る。方法２０００－ａは、図２０Ａの方法２０００の１つま
たは複数の態様を含み得る。
【０１４５】
　[0183]ブロック２００５－ａで、複数の干渉推定値がスロットについて決定され得る。
干渉推定値は、少なくとも１つのＳＩＲ推定値を含み得る。ブロック２０１０－ａで、複
数の干渉推定値は、スロットに対する１つまたは複数のＴＰＣ調節を行うのに使用され得
る。ブロック２０１５で、スロットについての１つまたは複数のＴＰＣ調節の各々につい
て、独立ＴＰＣコマンドが送信され得る。
【０１４６】
　[0184]図２０Ｃを参照すると、様々な実施形態による送信電力制御のための方法２００
０－ｂの流れ図が示されている。方法２０００－ｂは、上の方法２０００のように、図１
、図２Ａおよび図２Ｂ、図３、図１６、および／または図１８に示す基地局１０５、図１
、図２Ａおよび図２Ｂ、図３、図１７、および／または図１８に示すユーザ機器１１５、
図５Ａに示すデバイス５００、図５Ｃに示すデバイス５００－ｂ、ならびに／あるいは図
５Ｄに示すデバイス５００－ｃを含むが、それらに限定されない様々なワイヤレス通信デ
バイスを使用して実装され得る。方法２０００－ｂは、図２０Ａの方法２０００の１つま
たは複数の態様を含み得る。
【０１４７】
　[0185]ブロック２００５－ｂで、複数の干渉推定値がスロットについて決定され得る。
干渉推定値は、少なくとも１つのＳＩＲ推定値を含み得る。ブロック２０１０－ｂで、複
数の干渉推定値は、スロットに対する１つまたは複数のＴＰＣ調節を行うのに使用され得
る。ブロック２０２０で、スロットについての１つまたは複数のＴＰＣ調節に基づいて、
送信電力が調節され得る。
【０１４８】
　[0186]添付の図面に関して上に記載された詳細な説明は、例示的な実施形態について説
明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを表すものではな
い。詳細な説明は、説明される技法の理解を与えるために、具体的な詳細を含む。しかし
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ながら、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例で
は、説明される実施形態の概念を不明瞭にしないように、よく知られている構造およびデ
バイスがブロック図の形式で示される。
【０１４９】
　[0187]情報および信号は、様々な異なる技術および技法のうちのいずれかを使用して表
され得る。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、
情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性
粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表すことができ得る
。
【０１５０】
　[0188]本明細書の開示に関連して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュール
は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳ
ＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラマブ
ル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタロジック、個別ハードウェア構成要素
、または本明細書で説明された機能を実施するように設計されたそれらの任意の組合せに
よって、実装または実施され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサとすることがで
きるが、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、またはステートマシンとすることができる。プロセッサは、たとえばＤＳＰ
とマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連係した１つ
または複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成など、複数の計算
デバイスの組合せとして実装することもできる。
【０１５１】
　[0189]本明細書で説明される機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサ
によって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令また
はコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を
介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲およ
び趣旨内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、プロセ
ッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのうちのいず
れかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機能を実装する
特徴はまた、機能の部分が、異なる物理的な場所において実装されるように分散されるこ
とを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、本明
細書で使用される場合、「のうちの少なくとも１つ」で終わる項目の列挙中で使用される
「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙は、Ａま
たはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢお
よびＣ）を意味するような選言的列挙を示す。
【０１５２】
　[0190]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を支援する任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方
を含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用
可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ、あるいは他の光ディスクストレージ、磁
気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構
造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用でき、汎用また
は専用コンピュータあるいは汎用または専用プロセッサによってアクセスできる、任意の
他の媒体を備え得る。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。た
とえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタ
ル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術
を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同
軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およ
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びマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディ
スク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザ
ディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）
（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標
）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディ
スク（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読
媒体の範囲内に含まれる。
【０１５３】
　[0191]本開示の前述の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるよう
に提供されたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかであり、本明
細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形態
に適用できる。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一例また
は一事例を示すものであり、言及した例についての選好を示唆せず、または必要としない
。したがって、本開示は、本明細書で説明する例および設計に限定されるべきでなく、本
明細書で開示する原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである
。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信システムにおける送信電力制御（ＴＰＣ）のための方法であって、
　　２つ以上のＴＰＣコマンドに関して少なくとも１つのトレンドを識別することと、
　　前記識別された少なくとも１つのトレンドに基づいてＴＰＣステップサイズを適応さ
せることと、
　を備える方法。
　　［Ｃ２］
　　低減ＴＰＣレートを識別することと、
　　前記適応されたＴＰＣステップサイズにより、前記識別された低減ＴＰＣレートを補
償することと、
　をさらに備える、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記低減ＴＰＣレートは、フレキシブル帯域幅搬送システム用の帯域幅スケーリング係
数でスケーリングされた、通常帯域幅搬送システム用の通常ＴＰＣレートを含む、上記Ｃ
２に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記少なくとも１つのトレンドを識別することは、
　　メジャートレンドを識別することと、
　　マイナートレンドを識別することと、ここにおいて、前記ＴＰＣステップサイズを適
応させることは、少なくとも前記識別されたメジャートレンドまたは前記識別されたマイ
ナートレンドに基づく、
　を備える、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記識別されたメジャートレンドは前記ＴＰＣステップサイズの第１の成分を示し、前
記識別されたマイナートレンドは、前記第１の成分よりも小さい、前記ＴＰＣステップサ
イズの第２の成分を示す、上記Ｃ４に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記少なくとも１つのトレンドを識別することは、
　　同じＴＰＣコマンドが連続して２回以上使用されていることを識別することを備える
、
　上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　　低減拡散率を識別することと、ここにおいて、前記低減拡散率は、フレキシブル帯域
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幅搬送システムについての帯域幅スケーリング係数でスケーリングされた、通常帯域幅搬
送システムについての通常拡散率を含む、
　　前記低減拡散率から得られる追加ＴＰＣコマンドビットで、前記ＴＰＣステップサイ
ズを適応させることと、
　をさらに備える、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　　ＴＰＣコマンドビットのソースを識別することと、
　　ＴＰＣコマンドの前記識別されたソースから得られる追加ＴＰＣコマンドビットを用
いて、前記ＴＰＣステップサイズを適応させることと、
　をさらに備える、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記追加ＴＰＣコマンドビットは、最上位ビットのうちの１つまたは複数がメジャート
レンドを表し、最下位ビットのうちの１つまたは複数がマイナートレンドを表す、ＴＰＣ
コマンドをもたらす、上記Ｃ７に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　　前記識別された少なくとも１つのトレンドに基づいて、前記ＴＰＣステップサイズを
適応させることをサポートする現在のＴＰＣ機構に関して、現在のメトリックを決定する
ことと、
　　前記現在のメトリックを参照ＴＰＣ機構に関して参照メトリックと比較することと、
　　前記比較に基づいてＴＰＣ動作を適応させることと、
　をさらに備える、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記現在のメトリックを決定することは、
　　前記現在のＴＰＣ機構に関して理想電力を決定することと、
　　前記現在のＴＰＣ機構に関して受信電力を決定することと、
　　前記受信電力と前記理想電力との間の差分の時間平均に基づいて、前記現在のメトリ
ックを算出することと、
　を備える、上記Ｃ１０に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　ＴＰＣ動作を適応させることは、
　　ＴＰＣ動作を実施するために、前記現在のＴＰＣ機構および前記参照ＴＰＣ機構のう
ちの１つを選択すること
　を備える、上記Ｃ１０に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　ワイヤレス通信システムであって、
　　２つ以上のＴＰＣコマンドに関して少なくとも１つのトレンドを識別するための手段
と、
　　前記識別された少なくとも１つのトレンドに基づいてＴＰＣステップサイズを適応さ
せるための手段と、
　を備えるワイヤレス通信システム。
　　［Ｃ１４］
　　低減ＴＰＣレートを識別するための手段と、
　　前記適応されたＴＰＣステップサイズにより、前記識別された低減ＴＰＣレートを補
償するための手段と、
　をさらに備える、上記Ｃ１３に記載のワイヤレス通信システム。
　　［Ｃ１５］
　前記少なくとも１つのトレンドを識別するための前記手段は、
　　メジャートレンドを識別するための手段と、
　　マイナートレンドを識別するための手段と、ここにおいて、前記ＴＰＣステップサイ
ズを適応させることは、少なくとも前記識別されたメジャートレンドまたは前記識別され
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たマイナートレンドに基づく、
　を備える、上記Ｃ１３に記載のワイヤレス通信システム。
　　［Ｃ１６］
　前記少なくとも１つのトレンドを識別するための手段は、
　　同じＴＰＣコマンドが連続して２回以上使用されていることを識別するための手段
　を備える、上記Ｃ１３に記載のワイヤレス通信システム。
　　［Ｃ１７］
　　低減拡散率を識別するための手段と、ここにおいて、前記低減拡散率は、フレキシブ
ル帯域幅搬送システムについての帯域幅スケーリング係数でスケーリングされた、通常帯
域幅搬送システムについての通常拡散率を含む、
　　前記低減拡散率から得られる追加ＴＰＣコマンドビットで、前記ＴＰＣステップサイ
ズを適応させるための手段と、
　をさらに備える、上記Ｃ１３に記載のワイヤレス通信システム。
　　［Ｃ１８］
　　ＴＰＣコマンドビットのソースを識別するための手段と、
　　ＴＰＣコマンドの前記識別されたソースから得られる追加ＴＰＣコマンドビットを用
いて、前記ＴＰＣステップサイズを適応させるための手段と、
　をさらに備える、上記Ｃ１３に記載のワイヤレス通信システム。
　　［Ｃ１９］
　前記追加ＴＰＣコマンドビットは、最上位ビットのうちの１つまたは複数がメジャート
レンドを表し、最下位ビットのうちの１つまたは複数がマイナートレンドを表す、ＴＰＣ
コマンドをもたらす、上記Ｃ１７に記載のワイヤレス通信システム。
　　［Ｃ２０］
　　前記識別された少なくとも１つのトレンドに基づいて、前記ＴＰＣステップサイズを
適応させることをサポートする現在のＴＰＣ機構に関して、現在のメトリックを決定する
ための手段と、
　　前記現在のメトリックを参照ＴＰＣ機構に関して参照メトリックと比較するための手
段と、
　　前記比較に基づいてＴＰＣ動作を適応させるための手段と、
　をさらに備える、上記Ｃ１３に記載のワイヤレス通信システム。
　　［Ｃ２１］
　前記現在のメトリックを決定するための前記手段は、
　　前記現在のＴＰＣ機構に関して理想電力を決定するための手段と、
　　前記現在のＴＰＣ機構に関して受信電力を決定するための手段と、
　　前記受信電力と前記理想電力との間の差分の時間平均に基づいて前記現在のメトリッ
クを算出するための手段と、
　を備える、上記Ｃ２０に記載のワイヤレス通信システム。
　　［Ｃ２２］
　メモリと通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッサを備えるワイヤレス通信デ
バイスであって、前記メモリが実行可能コードを備え、前記コードが、前記少なくとも１
つのプロセッサによって実行されると、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　　２つ以上のＴＰＣコマンドに関して少なくとも１つのトレンドを識別することと、
　　前記識別された少なくとも１つのトレンドに基づいてＴＰＣステップサイズを適応す
ることと、
　を実行させる、ワイヤレス通信デバイス。
　　［Ｃ２３］
　前記実行可能コードが、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　　低減ＴＰＣレートを識別することと、
　　前記適応されたＴＰＣステップサイズにより、前記識別された低減ＴＰＣレートを補
償することと、



(42) JP 6352310 B2 2018.7.4

10

20

30

40

50

　を実行させる、上記Ｃ２２に記載のワイヤレス通信デバイス。
　　［Ｃ２４］
　前記実行可能コードが、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　　メジャートレンドを識別することと、
　　マイナートレンドを識別することと、ここにおいて、前記ＴＰＣステップサイズの適
応は、少なくとも前記識別されたメジャートレンドまたは前記識別されたマイナートレン
ドに基づく、
　を実行させる、上記Ｃ２２に記載のワイヤレス通信デバイス。
　　［Ｃ２５］
　前記実行可能コードが、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　同じＴＰＣコマンドが連続して２回以上使用されていることを識別することと、
　を実行させる、上記Ｃ２２に記載のワイヤレス通信デバイス。
　　［Ｃ２６］
　前記実行可能コードが、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　　低減拡散率を識別することと、ここにおいて、前記低減拡散率は、フレキシブル帯域
幅搬送システムについての帯域幅スケーリング係数でスケーリングされた、通常帯域幅搬
送システムについての通常拡散率を含む、
　前記低減拡散率から得られる追加ＴＰＣコマンドビットで、前記ＴＰＣステップサイズ
を適応することと、
　を実行させる、上記Ｃ２２に記載のワイヤレス通信デバイス。
　　［Ｃ２７］
　前記実行可能コードが、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　　ＴＰＣコマンドビットのソースを識別することと、
　　ＴＰＣコマンドの前記識別されたソースから得られる追加ＴＰＣコマンドビットを用
いて、前記ＴＰＣステップサイズを適応することと、
　を実行させる、上記Ｃ２２に記載のワイヤレス通信デバイス。
　　［Ｃ２８］
　前記追加ＴＰＣコマンドビットは、最上位ビットのうちの１つまたは複数がメジャート
レンドを表し、最下位ビットのうちの１つまたは複数がマイナートレンドを表す、ＴＰＣ
コマンドをもたらす、上記Ｃ２６に記載のワイヤレス通信デバイス。
　　［Ｃ２９］
　前記実行可能コードが、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　　前記識別された少なくとも１つのトレンドに基づいて、前記ＴＰＣステップサイズの
適応をサポートする現在のＴＰＣ機構に関して、現在のメトリックを決定することと、
　　前記現在のメトリックを参照ＴＰＣ機構に関して参照メトリックと比較することと、
　　前記比較に基づいてＴＰＣ動作を適応することと、
　を実行させる、上記Ｃ２２に記載のワイヤレス通信デバイス。
　　［Ｃ３０］
　前記実行可能コードが、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　　前記現在のＴＰＣ機構に関して理想電力を決定することと、
　　前記現在のＴＰＣ機構に関して受信電力を決定することと、
　　前記受信電力と前記理想電力との間の差分の時間平均に基づいて前記現在のメトリッ
クを算出することと、
　を実行させる、上記Ｃ２９に記載のワイヤレス通信デバイス。
　　［Ｃ３１］
　ワイヤレス通信システムにおける送信電力制御（ＴＰＣ）のためのコンピュータプログ
ラム製品であって、
　　２つ以上のＴＰＣコマンドに関して少なくとも１つのトレンドを識別するように構成
されたコードと、
　　前記識別された少なくとも１つのトレンドに基づいてＴＰＣステップサイズを適応さ
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せるように構成するコードと、
　を備える非一時的コンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ３２］
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　　メジャートレンドを識別するように構成されたコードと、
　　マイナートレンドを識別するように構成されたコードと、
　を備え、前記ＴＰＣステップサイズの適応は、少なくとも前記識別されたメジャートレ
ンドまたは前記識別されたマイナートレンドに基づく、上記Ｃ３１に記載のコンピュータ
プログラム製品。
　　［Ｃ３３］
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　　同じＴＰＣコマンドが連続して２回以上使用されていることを識別するように構成さ
れたコード
　を備える、上記Ｃ３１に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ３４］
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　　低減拡散率を識別するように構成されたコードと、ここにおいて、前記低減拡散率は
、フレキシブル帯域幅搬送システムについての帯域幅スケーリング係数でスケーリングさ
れた、通常帯域幅搬送システムについての通常拡散率を含む、
　　前記低減拡散率から得られる追加ＴＰＣコマンドビットで、前記ＴＰＣステップサイ
ズを適応させるように構成されたコードと、
　を備える、上記Ｃ３１に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ３５］
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　　ＴＰＣコマンドビットのソースを識別するように構成されたコードと、
　　ＴＰＣコマンドの前記識別されたソースから得られる追加ＴＰＣコマンドビットを用
いて、前記ＴＰＣステップサイズを適応させるように構成されたコードと、
　を備える、上記Ｃ３１に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ３６］
　前記追加ＴＰＣコマンドビットは、最上位ビットのうちの１つまたは複数がメジャート
レンドを表し、最下位ビットのうちの１つまたは複数がマイナートレンドを表す、ＴＰＣ
コマンドをもたらす、上記Ｃ３４に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ３７］
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　　前記識別された少なくとも１つのトレンドに基づいて、前記ＴＰＣステップサイズの
適応をサポートする現在のＴＰＣ機構に関して、現在のメトリックを決定するように構成
されたコードと、
　　前記現在のメトリックを参照ＴＰＣ機構に関して参照メトリックと比較するように構
成されたコードと、
　　前記比較に基づいてＴＰＣ動作を適応させるように構成されたコードと、
　を備える、上記Ｃ３１に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ３８］
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　　前記現在のＴＰＣ機構に関して理想電力を決定するように構成されたコードと、
　　前記現在のＴＰＣ機構に関して受信電力を決定するように構成されたコードと、
　　前記受信電力と前記理想電力との間の差分の時間平均に基づいて前記現在のメトリッ
クを算出するように構成されたコードと、
　を備える、上記Ｃ３７に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ３９］
　ワイヤレス通信システムにおける送信電力制御（ＴＰＣ）のための方法であって、
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　　第１のデバイスにおいて、第２のデバイスから送られたＴＰＣコマンドを識別するこ
とと、ここで、前記識別されたＴＰＣコマンドは、前記第１のデバイスおよび前記第２の
デバイスによって知られている２つより多いＴＰＣコマンドからなるセットからのもので
あり、２つより多いＴＰＣコマンドからなる前記セット中の各ＴＰＣコマンドは、ユニー
クなステップサイズをもつアップまたはダウンコマンドにマッピングされる、
　　前記識別されたＴＰＣコマンドに基づいて、前記第１のデバイスの送信電力を調節す
ることと、
　を備える方法。
　　［Ｃ４０］
　アップコマンドにマッピングされた２つより多いＴＰＣコマンドからなる前記セットか
らのＴＰＣコマンドの数は、ダウンコマンドにマッピングされた２つより多いＴＰＣコマ
ンドからなる前記セットからのＴＰＣコマンドの前記数と同じである、上記Ｃ３９に記載
の方法。
　　［Ｃ４１］
　任意の２つのアップコマンドまたは任意の２つのダウンコマンドの間の前記ユニークな
ステップサイズの差分は定数である、上記Ｃ３９に記載の方法。
　　［Ｃ４２］
　ワイヤレス通信システムであって、
　　第１のデバイスにおいて、第２のデバイスから送られたＴＰＣコマンドを識別するた
めの手段と、ここで、前記識別されたＴＰＣコマンドは、前記第１のデバイスおよび前記
第２のデバイスによって知られている２つより多いＴＰＣコマンドからなるセットからの
ものであり、２つより多いＴＰＣコマンドからなる前記セット中の各ＴＰＣコマンドは、
ユニークなステップサイズをもつアップまたはダウンコマンドにマッピングされる、
　　前記識別されたＴＰＣコマンドに基づいて、前記第１のデバイスの送信電力を調節す
るための手段と、
　を備えるワイヤレス通信システム。
　　［Ｃ４３］
　メモリと通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッサを備えるワイヤレス通信デ
バイスであって、前記メモリが実行可能コードを備え、前記コードが、前記少なくとも１
つのプロセッサによって実行されると、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　　第１のデバイスにおいて、第２のデバイスから送られたＴＰＣコマンドを識別するこ
とと、ここで、前記識別されたＴＰＣコマンドは、前記第１のデバイスおよび前記第２の
デバイスによって知られている２つより多いＴＰＣコマンドからなるセットからのもので
あり、２つより多いＴＰＣコマンドからなる前記セット中の各ＴＰＣコマンドは、ユニー
クなステップサイズをもつアップまたはダウンコマンドにマッピングされる、
　　前記識別されたＴＰＣコマンドに基づいて、前記第１のデバイスの送信電力を調節す
ることと、
　を実行させる、ワイヤレス通信デバイス。
　　［Ｃ４４］
　ワイヤレス通信システムにおける送信電力制御（ＴＰＣ）のためのコンピュータプログ
ラム製品であって、
　　第１のデバイスにおいて、第２のデバイスから送られたＴＰＣコマンドを識別するよ
うに構成されたコードと、ここで、前記識別されたＴＰＣコマンドは、前記第１のデバイ
スおよび前記第２のデバイスによって知られている２つより多いＴＰＣコマンドからなる
セットからのものであり、２つより多いＴＰＣコマンドからなる前記セット中の各ＴＰＣ
コマンドは、ユニークなステップサイズをもつアップまたはダウンコマンドにマッピング
される、
　　前記識別されたＴＰＣコマンドに基づいて、前記第１のデバイスの送信電力を調節す
るように構成されたコードと、
　を備える非一時的コンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
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